
あ
ま
ー
い
春
。
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《
施
政
方
針
の
要
旨
》

  

昨
年
は
、
わ
が
国
の
社
会
経
済
や
地
方

の
未
来
に
と
っ
て
、
大
き
な
転
換
期
と
な

る
国
政
の
動
き
が
目
立
つ
年
で
あ
り
ま
し

た
。
ま
ず
、「
地
方
創
生
」
の
取
り
組
み

と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
「
一
億
総
活
躍
社

会
」
の
推
進
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
長
き
に
わ
た
り
農

業
基
盤
整
備
や
臨
海
工
業
地
帯
へ
の
企
業

誘
致
な
ど
産
業
振
興
、
市
街
地
活
性
化
な

ど
の
生
活
基
盤
の
向
上
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
官
民
協

働
の
推
進
な
ど
、「
地
方
創
生
」
の
理
念

を
先
取
り
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
昨
年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
平

成
28
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
よ
り
、
法
人

市
民
税
の
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
他
に
先
駆
け
自
立
し
た
地
域
を
目
指
し

て
き
た
本
市
と
し
ま
し
て
は
、
今
回
の
税

制
改
正
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
難
局
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
継
承

し
な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え
、
さ
ら
に
地

域
活
性
化
策
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊　
＊　
＊

　
こ
の
た
び
「
改
定
版
第
１
次
田
原
市
総

合
計
画
」
の
理
念
を
引
き
継
い
だ
「
田
原

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
総
合
戦
略
の
基
本
方
針
で
あ
る
、
①
雇

用
の
創
出
・
就
労
促
進
②
定
住
・
移
住
促

進
③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

の
希
望
実
現
④
地
域
の
魅
力
・
住
み
良
さ

の
向
上
を
、
本
年
度
の
重
点
施
策
と
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

＊　
＊　
＊

　

い
ず
れ
も
、「
安
心
し
て
住
め
る
、
住

ん
で
楽
し
い
元
気
な
渥
美
半
島
」
を
実
現

す
る
た
め
の
重
点
課
題
で
す
。
こ
れ
ら
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
た
め
、

市
役
所
の
機
構
改
革
を
行
い
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊

　
地
方
創
生
を
果
た
す
た
め
に
は
広
域
連

携
に
よ
る
一
体
的
な
地
域
振
興
、
課
題
解

決
へ
の
取
り
組
み
を
本
格
化
し
、
広
域
圏

で
機
能
を
補
完
し
あ
う
こ
と
も
必
要
で

す
。
東
三
河
広
域
連
合
で
の
共
同
事
務
処

理
を
は
じ
め
、
浜
松
三
ヶ
日
・
豊
橋
道
路

な
ど
の
整
備
促
進
や
設
楽
ダ
ム
の
早
期
完

成
な
ど
、
地
域
一
丸
で
圏
域
全
体
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

《
教
育
方
針
の
要
旨
》

【
学
校
教
育
】
学
校
再
編
は
時
間
を
か
け
て

多
く
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
学
校
全
体
配

置
計
画
の
見
直
し
を
含
め
丁
寧
に
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
学
校
施
設

は
、
建
て
替
え
か
改
修
か
を
充
分
に
検
討
し

ま
す
。
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
は
、
昨
年
策

定
し
た
「
い
じ
め
防
止
方
針
」
を
実
行
す
る

と
と
も
に
、
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
核

と
し
た
相
談
活
動
を
充
実
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

学
力
向
上
の
た
め
授
業
の
あ
り
方
な
ど
を
改

善
し
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】
文
化
体
験
教
室
な
ど
の
学
ぶ

機
会
と
、
児
童
ク
ラ
ブ
や
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ

と
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
を
知
る
講
座
な

ど
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
さ
ら
に
、
読
書
や
図

書
館
利
用
の
推
進
を
図
る
た
め
、
学
校
図

書
館
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
】
す
べて
の
世
代
で
ス
ポ
ー
ツ
を

始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
事
業
を
行

う
と
と
も
に
、
指
導
者
の
育
成
や
、
団
体
へ

の
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。ま
た
、ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
た
め
必
要
な
施
設
を
見
極
め
、

計
画
的
な
整
備
を
行
い
ま
す
。

❖
施
政
方
針
の
全
文
は
、
田
原
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

田原市のまちづくり
平成28年度

　２月29日（月）に開会した田原市議会第１回定例会の冒頭、山下政良市

長は、平成28年度の市政運営を明らかにする施政方針を説明しました。

また、同定例会では花井隆教育長も教育方針を説明し、平成28年度予

算案も原案どおり可決されましたので、施政方針および教育方針の要旨

と新年度予算の概要をお知らせします。

❖
教
育
方
針
の
全
文
は
、
田
原
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

１
０
０
３
５
７
３

１
０
０
３
６
４
９
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▪市税の内訳

※グラフおよび表中の予算額は１万円未満が切り捨ててあるた
め、合計額とは一致しない場合があります。

▪会計別予算

▪一般会計の内訳

《
予
算
の
概
要
》

　
新
年
度
は
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
た

施
策
の
構
築
や
、
元
気
な
渥
美
半
島
の

実
現
を
目
指
し
た
人
口
減
少
対
策
や
地

域
活
性
化
を
は
じ
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
再
構
築
・
財
源
確
保
な
ど
に
取
り
組

む
た
め
の
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
前
年

度
比
８
億
５
０
０
０
万
円
減
の

２
９
５
億
５
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
特
別
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
は

約
４
９
０
億
円
で
前
年
度
よ
り
も
約

12
億
6
０
０
０
万
円
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
重
点
事
業
　

　
1
雇
用
の
創
出
・
就
労
促
進

　
2
定
住
・
移
住
促
進

　
3
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育

　
て
の
希
望
実
現

　
4
地
域
の
魅
力
・
住
み
良
さ
の
向
上

▼
財
政
課
☎
27
‐
８
６
０
１

会計名 予算額 対前年度伸率

◦一般会計 295 億 5000 万円 △　2.8％

◦特別会計 174 億 2152 万円 △　2.6％

内　
訳

国民健康保険 91 億 6241 万円 0.7％

公共下水道事業 17 億 5195 万円 △ 16.1％

農業集落排水事業 8 億 9540 万円 △ 21.4％

田原福祉専門学校 1 億 3121 万円 3.5％

介護保険 47 億 3949 万円 0.5％

後期高齢者医療 7 億 4103 万円 3.2％

◦水道事業会計 20 億 3167 万円 2.9％

合計 490 億  319 万円 △  2.5％

税目名 予算額 対前年度伸率
◦市民税 80 億 3810 万円 △　1.4％
内 

訳
個人市民税 35 億 2500 万円 △　3.3％
法人市民税 45 億 1310 万円 0.2％

◦固定資産税 73 億 8400 万円 △　1.4％

内　
訳

土地 19 億 4000 万円 △　1.0％
家屋 23 億円 2.2％
償却資産 30 億　300 万円 △　3.7％
滞納繰越分 3000 万円 0.0％
交付金 1 億 1100 万円 △ 14.0％

◦軽自動車税 1 億 7600 万円 10.7％
◦市たばこ税 4 億 3900 万円 0.5％
◦鉱産税 10 万円 0.0％
◦特別土地保有税 0 万円 0.0％
◦入湯税 1600 万円 皆増
◦都市計画税 5 億 1300 万円 5.1％

合計 165 億 6620 万円 △  0.9％

田原市のまちづくり
平成28 年度

教育費

民生費

総務費

商工費

公債費

その他

消防費

82億3983万円

31億848万円

36億4098万円

35億7402万円

29億5454万円

2億7014万円10億4944万円

17億3023万円

27.9%

10.5%

12.3%

12.1%

10.0%

0.9%3.5%

5.9%

衛生費

27億4972万円
9.3%

農林水産業費
22億3257万円
7.6%

295億5000万円
100％

歳出
合計

土木費

市税

地方交付税

県支出金

国庫支出金

繰越金

165億6620万円

26億6100万円

20億3494万円

22億366万円

6億円

56.1%

 9.0%

6.9%

7.5%

地方消費税交付金

11億1900万円
3.8%

2.0%
3.0%その他 

8億9356万円

295億5000万円
100％

歳入
合計

諸収入
7億6424万円
2.6% 使用料および手数料

7億1727万円
2.4%

市債
10億4500万円
3.5%

繰入金
9億4511万円
3.2%

広報たはら  平成28年4月│    │3
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◉
雇
用
の
創
出
・
就
労
促
進

　
　

農
畜
産
物
の
販
路
拡
大 

１
１
７
０
万
円

　
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
、
渥
美
半

島
産
の
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
の
た
め
、
マ
ル
シ
ェ
出
展
支

援
の
ほ
か
、
都
市
圏
で
の
花
き
販
路
拡
大
や
海
外
販
路
拡
大

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
　

水
産
業
の
担
い
手
育
成 

１
８
０
万
円

　
漁
業
者
を
対
象
に
勉
強
会
や
先
進
地
視
察
な
ど
を
実
施

し
、
あ
さ
り
を
は
じ
め
と
す
る
水
産
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

推
進
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　
　

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

１
７
４
０
万
円

　
市
内
観
光
事
業
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
観
光
お
も
て
な
し

大
学
や
、
国
内
外
か
ら
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
基
盤
づ
く
り

と
し
て
の
分
か
り
や
す
い
観
光
案
内
サ
イ
ン
整
備
計
画
の
策

定
、
観
光
地
の
景
観
整
備
な
ど
を
実
施
。
魅
力
あ
る
渥
美
半

島
を
目
指
し
ま
す
。

　
　

市
内
宿
泊
費
の
助
成 

１
０
０
０
万
円

 　
市
内
へ
の
宿
泊
を
誘
発
し
、
観
光
需
要
な
ど
に
よ
る
新

た
な
消
費
喚
起
を
図
る
た
め
、
市
外
の
大
学
や
企
業
な
ど
の

団
体
が
市
内
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
合
宿
な
ど
の
宿
泊
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

税制改正により、市税の大きな割合を占めている法人市民税の税率が変更され、
地方交付税の縮減と合わせて、今後数年間で大幅な減収が予想されています。
このような状況の中で、財政規模の縮小を図りながら、将来を見据えた地方創生
の施策を戦略的に展開し、長期的展望に立った施策の構築、元気な渥美半島の実
現を目指して予算編成を行いました。
ここでは、主な事業と予算額をご紹介します。※金額は10万円未満切り捨て

▼財政課☎27‐8601 

平成 28 年度予算  主な取り組み

減収に立ち向かう
渥美半島の元気 創出 予算

◉
定
住
・
移
住
促
進

　
　
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
推
進 

１
７
６
０
万
円

　
市
の
認
知
度
や
イ
メ
ー
ジ
の

向
上
の
た
め
、
物
産
展
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
開
催
、
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
の
拡
充
な
ど
を
通
し

て
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
活
動
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

移
住・定
住・子
育
て
世
帯
へ
の
住
宅
取
得
支
援 

 

６
０
８
０
万
円

　
人
口
増
、
都
市
機
能
の
維
持
を
図
る
た
め
、
市
内
に
一
戸

建
て
を
建
築
し
て
定
住
す
る
若
者
・
子
育
て
世
帯
（
45
歳
以

下
）
に
対
し
て
、
建
築
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
　

空
き
家
活
用
の
促
進 

１
６
０
万
円

　
市
内
に
あ
る
空
き
家
の
有
効
利
用
を
通
し
て
、
定
住
人
口

の
誘
導
・
増
加
を
図
る
た
め
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る

住
宅
に
対
す
る
改
修
費
用
の
一
部
助
成
を
拡
充
し
ま
す
。

　
　
サ
ー
フ
タ
ウ
ン
構
想 

３
２
０
万
円

　
市
外
か
ら
訪
れ
る
サ
ー
フ
ァ
ー
や
移
住
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、「
サ
ー
フ
ィ
ン
の
街
」
実
現
の
た
め
の
条
件
や

課
題
を
整
理
し
、
具
体
的
な
施
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

新規新規 拡充拡充

新規新規 拡充拡充

平成28年4月  広報たはら │    │4



◉
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

　
の
希
望
実
現

　
　

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化 

２
億
５
２
０
０
万
円

　
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
自
己
負
担
分
の
全

額
助
成
を
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
　

休
日
保
育
の
実
施 
５
４
０
万
円

　
休
日
に
保
護
者
の
就
労
な
ど
で
保
育
が
必
要
な
児
童
を
対

象
に
、
10
月
か
ら
３
６
５
日
開
園
す
る
休
日
保
育
を
市
内
１

園
で
実
施
し
ま
す
。

　
　
一時
保
育
の
充
実 

６
２
０
万
円

　
現
在
市
内
３
園
で
実
施
し
て
い
る
一
時
保
育
を
、
４
園
に

拡
充
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
支
援 

 

３
７
０
万
円

　
専
門
的
な
知
識
や
技
術
が
あ
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
を
配
置
。
問
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
学

校
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
家
庭
や
地
域
な
ど
に
働
き
か
け

て
、
落
ち
着
い
て
学
習
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

◉
地
域
の
魅
力
・
住
み
良
さ
の
向
上

　
　

幹
線
交
通
の
円
滑
化 

６
０
０
万
円

　
主
要
幹
線
で
あ
る
国
道
２
５
９
号
や
国
道
42
号
か
ら
高
速

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間
短
縮
を
図
る
た

め
、
交
通
量
調
査
を
実
施
し
、
信
号
制
御
方
式
の
変
更
や
信

号
機
撤
去
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。　

　
　

国
民
健
康
保
険
税
の
独
自
減
免
拡
充 

　
　
　
　
　

 

３
８
０
０
万
円

　
低
所
得
者
の
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
現
行
の
市
独
自
減
免
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

　
　

公
的
病
院
へ
の
運
営
支
援 

２
億
円

　
地
域
の
拠
点
で
あ
る
渥
美
病
院
の
体
制
整
備
を
支
援
。
質

の
高
い
医
療
機
能
の
維
持
・
充
実
を
図
り
、市
民
に
と
っ
て
ま

す
ま
す
魅
力
あ
る
病
院
と
な
る
よ
う
に
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

　
　

津
波
避
難
マ
ウ
ン
ド
の
整
備 

　
　
　
　
　

 

３
億
４
２
２
０
万
円

　
津
波
避
難
対
策
緊
急
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
津
波
避
難
対
策
と
し
て
、
付
近
に
高
台
な
ど
が
な
い

避
難
困
難
地
域
（
堀
切
地
区
・
小
中
山
地
区
）
に
避
難
場
所

と
な
る
津
波
避
難
マ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
誘
致 

　
　
　
　
　

 

３
６
０
万
円

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
追
加
種
目
候
補
で
あ
る
サ
ー
フ
ィ
ン

競
技
の
会
場
誘
致
活
動
を
行
い
ま
す
。
市
の
認
知
度
向
上
や

地
域
活
性
化
を
図
り
、
将
来
的
に
サ
ー
フ
ィ
ン
の
街
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

◦保育の充実を図ります

◦東京オリンピックのサーフィン競技会場の誘致を皮切りに、「サーフィン
の街」実現を目指します

新規

新規

拡充 継続

拡充拡充拡充

新規 拡充
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2
月

29
日（
月
）に
開
か
れ
た
市
議
会
第
１
回
定
例
会
で
、藤
井
正
剛
氏

が
３
月
末
を
も
っ
て
副
市
長
を
退
任
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、鈴
木

正
直
氏
が
副
市
長
に
な
る
こ
と
の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
、平

成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

  

鈴
木
正
直
氏
は
、昭
和
56
年
に
田
原
町
役
場
に
入
庁
後
、政
策
推
進
課
長
、財

政
課
長
、総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長
や
総
務
部
長
を
歴
任
し
、今
後
は
豊
富
な
行

政
経
験
を
生
か
し
、副
市
長
と
い
う
立
場
か
ら
市
の
発
展
と
福
祉
の
向
上
に
携

わ
り
ま
す
。

鈴木 正
ま さ な お

直氏

「
た
は
ら
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
は
、
重
要
な
お

知
ら
せ
や
市
政
の
話
題
、
注
目
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

「伊良湖水道  夕照」  1994年

主
催
｜
田
原
市
博
物
館
　
後
援
｜
愛
知
県
教
育
委
員
会

第
31
回
国
民
文
化
祭・あ
い
ち
2
0
1
6
応
援
事
業

3
月
26
日﹇
土
﹈≫

5
月
15
日﹇
日
﹈

開
館
時
間
｜
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休 

館 

日
｜
毎
週
月
曜
日

観 

覧 

料
｜
４
０
０
円（
３
２
０
円
）、小・中
学
生
以
下
は
無
料

（
　
）内
は
20
名
以
上
の
団
体
割
引
料
金
。毎
週
土
曜
日
は
高
校
生
も
無
料
。

田原市博物館
春 の 企 画 展

道
家
珍
彦
展 

―

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
渥
美―

田
原
の
美
術

｜
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
｜

4
月
16
日
土 

午
前
11
時
〜
　
講
師：道
家
珍
彦
氏  

※
要
観
覧
料

｜
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
｜

5
月
8
日
日 

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

「
日
本
画
材
で
絵
を
描
こ
う
」　
講
師：道
家
珍
彦
氏

参
加
費：3
0
0
円

対
象：小
学
5
年
生
以
上
〜
一
般（
親
子
参
加
歓
迎
！！
）

定
員：15
名
　
先
着
順

※
詳
細
は
後
日
参
加
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、諸
事
情
に
よ
り
渥
美
を
離
れ
活
動

の
拠
点
を
名
古
屋
に
戻
さ
れ
た
先
生
の
初
期
作
品
か
ら
代
表

作
品
を
含
め
、「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」と「
渥
美
」を
テ
ー
マ
と
し
た

作
品
約
70
点
を
展
示
紹
介
し
、改
め
て
道
家
珍
彦
の
作
品
世

界
を
堪
能
し
て
い
た
だ
こ
う
と
開
催
し
ま
す
。

「駱駝がゆく」  1980年

「
生
誕
２
０
０
年
　
渡
辺
如
山
」  

特
別
展
示
室

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
-１
７
２
０

　http://w
w

w
.taharam

useum
.gr.jp/

２
０
１
６
年

「天山越」（部分）  1984年

関
連
行
事

同
時
開
催

副
市
長
に
鈴
木
正
直
氏
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実
施
計
画
は
、田
原
市
総
合
計
画

に
定
め
た
施
策
の
実
現
の
た

め
に
、中
期
財
政
計
画
に
基
づ
き
、向
こ
う

３
カ
年
で
実
施
す
べ
き
事
業
の
方
向
性
を

整
理
し
た
も
の
で
す
。財
政
状
況
や
事
業
の

進
捗
に
伴
い
、毎
年
度
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▪
都
市
経
営
方
針

【
重
点
的
に
取
り
組
む
事
業
】

①
雇
用
の
創
出・就
労
促
進

②
定
住・移
住
促
進

③
若
い
世
代
の
結
婚・出
産・子
育
て
の
希

望
実
現

④
地
域
の
魅
力・住
み
良
さ
の
向
上

▪
中
期
財
政
計
画

【
歳
入
】税
制
改
正
に
よ
る
法
人
市
民
税

の
減
少
と
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、予
算
規
模
の
縮
小
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

【
歳
出
】歳
入
の
減
少
や
高
齢
化
に
伴
う
扶

助
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、建
設
事
業
な

ど
に
充
当
す
る
投
資
的
経
費
が
圧
縮
さ
れ

ま
す
。

▼
企
画
課
☎
23‐３
５
０
７

　

 

子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
へ

定
住
の
た
め
の
住
宅
取
得
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
！

　
田
原
市
で
は
人
口
増
加
と
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、「
田
原
市
定
住
・
移
住
促
進

奨
励
金
」
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
本
市
へ
の
定
住
・
移
住
を
応
援
し
ま
す
。

▪
対
象
と
な
る
住
宅

　
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
自
ら
取
得（
権
利
登
記
）

す
る
新
築
住
宅
ま
た
は
建
売
住
宅
で
、次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
も
の

　
◦
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
確
認
済・検
査
済
の
物
件

　
◦
居
住
用
面
積
が
70
㎡
以
上

　
◦
取
得
価
格
が
５
０
０
万
円
以
上

※
住
宅
ま
た
は
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅（
既
存
住
宅
の
増
改

築
は
対
象
外
）

▪
対
象
と
な
る
方

　
申
請
者
本
人
ま
た
は
配
偶
者
が
45
歳
以
下
の
方

▪
奨
励
金

　
①
市
外
に
１
年
以
上
居
住
し
転
入【
30
万
円
】　

　
②
市
内
の
社
宅・賃
貸
住
宅
な
ど
に
５
年
以
上
居
住
し
転
居【
30
万
円
】

　
③
右
記
①・②
以
外【
10
万
円
】

▪
奨
励
金
へ
加
算
さ
れ
る
額

　
◦
義
務
教
育
終
了
前
の
子
が
同
居【
10
万
円
】

　
◦
右
の
条
件
に
加
え
、申
請
者
の
親
が
同
居・※
近
居【
10
万
円
】

　
◦
赤
羽
根・福
江
市
街
化
区
域
、夕
陽
が
浜
で
取
得【
10
万
円
】

　
◦
市
内
建
設
業
者
が
建
築【
20
万
円
】

▪
交
付
の
条
件

　
取
得
後
5
年
以
上
定
住
す
る
こ
と
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、市
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
人
口
増
企
画
室
☎
23-

３
７
２
８

■中期財政計画（一般会計当初予算）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

■市債

■地方交付税など

■その他

■市税

自
主
財
源

依
存
財
源

0

50

100

150

200

250

300

（億円）

0

50

100

150

200

250

300

（億円）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

■建設事業費など

■他会計繰出金

■補助費・積立・
　出資など

■物件費・
　維持補修費

■公債費

■扶助費

■人件費

そ
の
他
経
費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

《歳入》

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

そ
の
他
経
費

義
務
的
経
費

《歳出》

そ
の
他
経
費

義
務
的
経
費

そ
の
他
経
費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

投
資
的
経
費

投
資
的
経
費

向
こ
う
３
カ
年
の
都
市
経
営
方
針

『
第
10
期
実
施
計
画
』

１
０
０
３
６
４
８

注目！

１
０
０
２
３
０
７

※近居：同一小学校区または
隣接する小学校区に居住
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障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ

る
こ
と
な
く
、相
互
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の

実
現
を
目
的
と
し
て
、障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律（
障
害

者
差
別
解
消
法
）が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
、左
表
の
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

▪
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
と
は

障
害
を
理
由
と
し
て
、正
当
な
理
由
な

く
、サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、

制
限
し
た
り
、条
件
を
付
け
た
り
す
る

よ
う
な
行
為
。

▪
合
理
的
配
慮
と
は

障
害
の
あ
る
方
か
ら
何
ら
か
の
配
慮
を

求
め
る
意
思
の
表
明
が
あ
っ
た
場
合
に

行
う
、負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
の
、

社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
に
必
要

な
配
慮
。

▪
障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談
窓
口

田
原
市
役
所　
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
６
９
７

23‐３
５
４
５

fukushi@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
障
害
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
23‐３
８
１
２

23‐３
１
１
０

shogaisha-sodan@chorus.ocn.ne.jp

▪
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
改
正

　
す
べ
て
の
事
業
主
は
、雇
用
の
あ
ら
ゆ
る

局
面
で
障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し

た
差
別
的
取
扱
い
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
者
の
募
集
・
採
用
時
や
採
用
後
の

作
業
環
境
な
ど
に
障
害
特
性
に
応
じ
た
配

慮（
合
理
的
配
慮
）の
提
供
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。

▼
豊
橋
公
共
職
業
安
定
所

☎（
０
５
３
２
）52‐７
１
４
９

第１３回市民緑花まつり
日時＝５月４日水・祝　午前９時３０分～午後３時
場所＝サンテパルクたはら
内容＝植木市、用土・花苗などの販売、創作花壇展示、フ
ラワー教室ほか
❖参加者募集

【フラワー作品展示】
緑花まつりの会場を、オリジナルの「フラワー作品」で飾
りつけてみませんか。
募集作品＝プランター、コンテナガーデン、ハンギング
バスケットなど
募集点数＝先着30点（1人2点まで）
その他＝作品に特定の規格なし／各自運搬が可能な作
品に限る／参加者には園芸資材をプレゼント

【フラワー教室】
内容は表のとおり／完成作品は持ち帰り
申込＝いずれも４月２６日（火）までに電話・ＦＡＸにて

（ＦＡＸは、住所・氏名・電話番号・参加部門・教室名を明記）
▶街づくり推進課☎23‐３５２４ 22‐３８１１

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
う
社
会
を

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行

対象 不当な差別的
取り扱い

障害者への
合理的配慮

行政機関
禁止
不当な差別的
取扱いが禁止
されます。

法的義務
障害者に対し、合
理的配慮を行わな
ければなりません。

民間事業者

禁止
不当な差別的
取扱いが禁止
されます。

努力義務
障害者に対し、合
理的配慮を行うよ
う努めなければな
りません。

市民緑花まつり実行委員会             　 1003553

１
０
０
３
５
９
３

教室名 時間 参加料 定員
ハンギングバスケット教室

（ドーナツバスケット）
講師 ▼ガーデリア・ジジ

　 9：30
～10：00 1,800円 15名

（先着順）

ハンギングバスケット教室
（スリットバスケット）
講師 ▼ガーデリア・ジジ

   13：00
～14：00 2,000円 15名

（先着順）

コンテナガーデン教室
（寄せ植え）
講師 ▼笹木里美

   10：10
～10：40

800円 各12名
（先着順）   13：00

～13：30

プリザーブドフラワー教室
講師 ▼リュバンフローラル

   11：00
～12：00

1,000円

10名
（先着順）

キッズフラワー教室
講師 ▼リュバンフローラル
対象＝年長～小学生（保護者同伴）

   13：40
～14：40

10組
（先着順）

ミニブーケ教室（生花）
講師 ▼荒木英理

   10：20
～11：00

1,000円 各8名
（先着順）   13：00

～13：40

フラワーアレンジメント教室
講師 ▼Ｎフラワーデザインイン
ターナショナル優花

   10：00
～14：00
随時参加可

500円 20名
（先着順）
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２
０
１
６
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大

会
の
参
加
選
手
を
募
集
し
ま
す
。

　

伊
良
湖
大
会
は
、熱
い
応
援
や
感
動
の

フ
ィ
ニッ
シ
ュ
、渥
美
半
島
な
ら
で
は
の
お
も

て
な
し
で
、全
国
で
も
人
気
の
大
会
で
す
。

　

30
周
年
を
迎
え
、ま
す
ま
す
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
す
る
伊
良
湖
大
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
！

▪
開
催
日
時

　
９
月
11
日（
日
）午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

▪
大
会
概
要

【
Ａ
タ
イ
プ
】92・25
㎞

　
（
Ｓ
：
２・25
㎞
、Ｂ
：
70
㎞
、Ｒ
：
20
㎞
）

【
Ｂ
タ
イ
プ
】53・５
㎞

　
（
Ｓ
：
１・５
㎞
、Ｂ
：
42
㎞
、Ｒ
：
10
㎞
）

▪
募
集
人
数　
　

【
Ａ
タ
イ
プ
】５
０
０
名

【
Ｂ
タ
イ
プ
】５
０
０
名

※
今
大
会
か
ら
、Ａ
タ
イ
プ
の
み
Ｊ
Ｔ
Ｕ（
日
本

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
）の
ロ
ン
グ
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
エ
イ
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
対
象
大
会
。参
加
に
は
Ｊ

Ｔ
Ｕ
会
員
資
格
が
必
要
。た
だ
し
、市
内
在
住
の

方
は
市
民
優
先
枠
を
適
用
。

▪
申
込
期
間

　
４
月
８
日（
金
）～
５
月
８
日（
日
）

▪
申
し
込
み

公
式
Ｈ
Ｐ
も
し
く
は
郵
送
に
て（
申
込
者

多
数
の
場
合
は
、抽
選
／
市
内
在
住
者

を
優
先
し
て
選
考
）

▼
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
運
営
事
務

局（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
）

☎
36‐６
８
８
２

▼
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局（
田
原
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
課
）☎
23‐３
５
３
１

http://w
w

w
.irago-triathlon.jp/

平
成
27
年
愛
知
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の

「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部
門（
市
部
）」お
よ

び「
写
真
部
門（
一
枚
写
真
）」で
田
原
市
が

い
ず
れ
も「
入
選
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
10
月
に
全
面
リ
ニュ
ー
ア
ル
を

実
施
し
た
市
Ｈ
Ｐ
は「
情
報
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
整
って
お
り
、使
い
や
す
い
」な
ど
と
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
部
門
で
は
、広
報
た
は
ら
平
成
27

年
８
月
１
日
号【
神
島
か
ら
、伊
良
湖
。】

が
「
戦
後
70

年
の
重
み
を

見
つ
め
る
大

切
さ
が
伝
わ

る
」
と
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部
門
で
入
賞
し
た

田
原
市
Ｈ
Ｐ
は
、平
成
28
年
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ルへ
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

▼
広
報
秘
書
課
☎
22‐０
１
３
８

渥美半島フォトコンテスト  作品募集
部門＝「花」「海」「太陽」「月」「祭」
作品＝四つ切りまたはA4（単写真）※ワイド版、日入
り、縁付き不可
賞＝田原市長賞、渥美半島観光ビューロー会長賞ほか
申込＝渥美半島観光ビュー
ロー事務局にある応募票
を作品の裏面に添付のう
え提出（郵送の場合は当日
消印有効）１人５点まで
※応募票は渥美半島観光
ビューローHPからもダウ
ンロードできます。
締め切り＝平成２９年１月２７
日（金）

▶渥美半島観光ビューロー☎23‐３５16
（〒４４１‐３４９２　住所不要）

http://www.taharakankou.gr.jp/

渥美半島観光ビューロー　   　 1003595

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
が
30
周
年

参
加
選
手
を
募
集
！

▲広報たはら平成２７年８月１日号の写真

愛
知
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部
門
」「
一
枚
写
真
部
門
」

１
０
０
３
６
２
６
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▼
部
の
新
設

◆
防
災
局

　
消
防
本
部
で
分
掌
し
て
い
た
防
災
対
策
を
は
じ
め
と

す
る
危
機
管
理
に
つ
い
て
、
市
長
部
局
に
「
防
災
局
」

を
設
置
し
対
応
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
危
機
管
理
へ
の

取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一

層
の
防
災
力
の
向
上
に
向
け
て
地
域
と
の
協
力
・
連
携

を
強
化
し
ま
す
。

◆
企
画
部

　
市
長
公
約
の
実
現
や
地
方
創
生
事
業
な
ど
、
新
た
な

行
政
課
題
の
対
応
を
迅
速
に
行
う
た
め
、
政
策
推
進
部

を
廃
し
、「
企
画
部
」
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
部
内

に
は
新
た
に
「
企
画
課
」「
人
口
増
企
画
室
」「
地
域
創

生
課
」「
東
京
事
務
所
」
を
設
け
ま
す
。

◆
都
市
整
備
部

　
公
共
交
通
施
策
を
は
じ
め
、
都
市
の
重
点
的
な
整
備

を
強
化
し
、
推
進
し
ま
す
。

▼
課
の
再
編
・
名
称
変
更

◦
収
納
推
進
課
（
総
務
部
）
を
「
収
納
課
」
に
変
更

◦
教
育
総
務
課（
教
育
部
）に
教
育
企
画
室
を
統
合
し
、

教
育
部
の
緊
急
課
題
対
応
プ
ラ
ン
と
小
中
学
校
再
編

を
一
体
的
に
進
め
ま
す
。

◦
文
化
生
涯
学
習
課
（
教
育
部
）
を
「
生
涯
学
習
課
」

と
「
文
化
財
課
」
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
の
役

割
を
明
確
に
し
ま
す
。

◦
図
書
館
（
教
育
部
）
を
「
中
央
図
書
館
」
に
変
更
す

る
と
と
も
に
、「
渥
美
図
書
館
」
を
配
置
し
、
特
色

を
生
か
し
た
図
書
館
の
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
で
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
将
来
を
見
据
え
た
行
政
運
営
と
、「
雇
用
の
創
出
・
就

労
促
進
」「
定
住
・
移
住
促
進
」「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
実
現
」「
地
域
の
魅
力
・

住
み
良
さ
の
向
上
」
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
重
点
的
に
取
り
組
む
た
め
に
、

組
織
・
機
構
の
大
幅
な
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

  

▼
人
事
課
☎
23‐７
４
０
４

▼
部
の
再
編

　
土
木
・
建
設
事
業
担
当
部
署
の
再
構
築
を
行
い
、
よ

り
効
果
的
な
組
織
体
制
と
す
る
た
め
に
、「
都
市
建
設

部
」を
「
建
設
部
」と
「
都
市
整
備
部
」に
再
編
し
ま
す
。

◆
建
設
部

　
渥
美
半
島
縦
貫
道
を
は
じ
め
、幹
線
道
路
や
、道
路・

河
川
な
ど
の
整
備
を
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。

政策推進部

企画部

人口増企画室

東京事務所

企業立地推進室

広報秘書課

地域創生課

企画課

都市建設部

建設部 都市整備部

建設企画課 街づくり推進課

建設課 建築課

維持管理課

　　  は新設

新機構図と主な業務
防災体制、自主防災の推進等    ☎23-3548

総合計画・行政改革、総合調整、市民公益活動等  ☎23-3507
人口増施策の推進等     ☎23-3728
シティセールス、ふるさと納税、特命事項等   ☎27-7978
企業誘致の推進、三河港の総合振興等   ☎23-3549
首都圏でのシティプロモーション活動等
広報広聴、国際交流、表彰・ほう賞、秘書業務等 ☎22-0138

選挙、例規、文書、地域、交通・防犯、電算・情報、統計等 ☎23-3506
職員の人事・給与・服務に関する業務の実施等 ☎23-7404
予算編成・執行管理、市有財産の管理、庁舎の管理等 ☎27-8601
契約・審査・検査・入札事務等    ☎23-3505
資産税、市民税の賦課等    ☎23-3509
市税等の徴収、滞納整理・滞納処分等   ☎23-7402

戸籍・住民登録、旅券発給等    ☎23-3511
国民健康保険・後期高齢者医療、国民年金等 ☎23-2149
環境保全、公害・自然保護、エコガーデンシティ計画等 ☎23-3541
廃棄物の処理・廃棄物処理施設の管理運営等 ☎23-3538
市民窓口サービス等     ☎45-3111

介護保険業務、高齢者福祉等の推進等   ☎23-4654
生活保護、障害者福祉等の推進、結婚対策の推進等 ☎23-3512
児童福祉、少子化対策、保育園管理・運営等 ☎23-3513
健康づくり、母子保健業務の実施等   ☎23-3515
田原福祉専門学校全般    ☎22-3939

農業・漁業の振興等     ☎23-3517
芦ケ池農業公園（サンテパルクたはら）の管理運営等  ☎25-1234
農地保全、営農支援、担い手づくり等   ☎22-1126
商工業・観光業の振興等    ☎23-3522

幹線道路等整備、道路・橋梁・河川等計画、用地取得等 ☎23-7405
道路・橋梁・河川等工事    ☎23-3521
道路・橋梁・河川等管理、維持補修等   ☎23-3520

市街地整備・活性化、公園等の整備・管理、公共交通等 ☎23-3535
公共施設建築工事設計、住宅開発・分譲、公営住宅等 ☎23-3526

水道事業の実施     ☎23-3532
公共下水道業務、農業集落排水業務、し尿処理等 ☎23-3525

渥美地区の道路・河川の維持管理等   ☎33-1118
市民窓口サービス等     ☎33-1112

現金等の出納・保管等    ☎23-3529

教育委員会、学校再編、学校施設等整備、給食センター等☎23-3530
教職員の任免、学校教育指導等    ☎23-3679
市民館・社会教育施設管理運営、児童クラブ等の運営等☎23-3635
スポーツ振興、学校施設開放、スポーツ施設管理運営等☎23-3531
文化振興・保護、文化財教育振興、博物館管理運営等  ☎27-8604
図書館の運営、中央図書館の管理等   ☎23-4946
渥美図書館の管理運営等    ☎33-1114

消防人事、組織、消防団業務等    ☎23-4073
火災・救急業務     ☎23-0119
火災・救急業務     ☎45-4119
火災・救急業務     ☎33-0119

議会の運営業務等     ☎23-3533

監査業務      ☎23-4102

農業委員会の運営等     ☎23-3519

企　画　課企　画　部

防災対策課防　災　局

総　務　部

市民環境部

健康福祉部

産業振興部

都市整備部

水　道　部

渥 美 支 所

会計管理者

教　育　部

消防長

事　務　局

人口増企画室

渥美図書館

企業立地推進室
東京事務所

地域創生課

広報秘書課

総　務　課
人　事　課
財　政　課
契約検査課
税　務　課
収　納　課

市　民　課
保険年金課
環境政策課
廃棄物対策課

赤羽根市民センター

高齢福祉課

子育て支援課
地域福祉課

健　康　課

営農支援課

田原福祉専門学校

農　政　課
農業公園管理事務所

商工観光課

街づくり推進課
建　築　課

建　設　部 建設企画課
建　設　課
維持管理課

水　道　課
下 水 道 課

地　域　課
市民生活課

会　計　課

教育総務課

生涯学習課
スポーツ課
文 化 財 課
中央図書館

消　防　課
消　防　署
赤羽根分署
渥 美 分 署

議　事　課

事　務　局

事　務　局農業委員会

監査委員

消防本部

議  会 議  長

教育委員会 教育長

市 長 副市長

学校教育課

４
月
か
ら

市
の
組
織
・
機
構
が
変
わ
り
ま
す
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新機構図と主な業務
防災体制、自主防災の推進等    ☎23-3548

総合計画・行政改革、総合調整、市民公益活動等  ☎23-3507
人口増施策の推進等     ☎23-3728
シティセールス、ふるさと納税、特命事項等   ☎27-7978
企業誘致の推進、三河港の総合振興等   ☎23-3549
首都圏でのシティプロモーション活動等
広報広聴、国際交流、表彰・ほう賞、秘書業務等 ☎22-0138

選挙、例規、文書、地域、交通・防犯、電算・情報、統計等 ☎23-3506
職員の人事・給与・服務に関する業務の実施等 ☎23-7404
予算編成・執行管理、市有財産の管理、庁舎の管理等 ☎27-8601
契約・審査・検査・入札事務等    ☎23-3505
資産税、市民税の賦課等    ☎23-3509
市税等の徴収、滞納整理・滞納処分等   ☎23-7402

戸籍・住民登録、旅券発給等    ☎23-3511
国民健康保険・後期高齢者医療、国民年金等 ☎23-2149
環境保全、公害・自然保護、エコガーデンシティ計画等 ☎23-3541
廃棄物の処理・廃棄物処理施設の管理運営等 ☎23-3538
市民窓口サービス等     ☎45-3111

介護保険業務、高齢者福祉等の推進等   ☎23-4654
生活保護、障害者福祉等の推進、結婚対策の推進等 ☎23-3512
児童福祉、少子化対策、保育園管理・運営等 ☎23-3513
健康づくり、母子保健業務の実施等   ☎23-3515
田原福祉専門学校全般    ☎22-3939

農業・漁業の振興等     ☎23-3517
芦ケ池農業公園（サンテパルクたはら）の管理運営等  ☎25-1234
農地保全、営農支援、担い手づくり等   ☎22-1126
商工業・観光業の振興等    ☎23-3522

幹線道路等整備、道路・橋梁・河川等計画、用地取得等 ☎23-7405
道路・橋梁・河川等工事    ☎23-3521
道路・橋梁・河川等管理、維持補修等   ☎23-3520

市街地整備・活性化、公園等の整備・管理、公共交通等 ☎23-3535
公共施設建築工事設計、住宅開発・分譲、公営住宅等 ☎23-3526

水道事業の実施     ☎23-3532
公共下水道業務、農業集落排水業務、し尿処理等 ☎23-3525

渥美地区の道路・河川の維持管理等   ☎33-1118
市民窓口サービス等     ☎33-1112

現金等の出納・保管等    ☎23-3529

教育委員会、学校再編、学校施設等整備、給食センター等☎23-3530
教職員の任免、学校教育指導等    ☎23-3679
市民館・社会教育施設管理運営、児童クラブ等の運営等☎23-3635
スポーツ振興、学校施設開放、スポーツ施設管理運営等☎23-3531
文化振興・保護、文化財教育振興、博物館管理運営等  ☎27-8604
図書館の運営、中央図書館の管理等   ☎23-4946
渥美図書館の管理運営等    ☎33-1114

消防人事、組織、消防団業務等    ☎23-4073
火災・救急業務     ☎23-0119
火災・救急業務     ☎45-4119
火災・救急業務     ☎33-0119

議会の運営業務等     ☎23-3533

監査業務      ☎23-4102

農業委員会の運営等     ☎23-3519

企　画　課企　画　部

防災対策課防　災　局

総　務　部

市民環境部

健康福祉部

産業振興部

都市整備部

水　道　部

渥 美 支 所

会計管理者

教　育　部

消防長

事　務　局

人口増企画室

渥美図書館

企業立地推進室
東京事務所

地域創生課

広報秘書課

総　務　課
人　事　課
財　政　課
契約検査課
税　務　課
収　納　課

市　民　課
保険年金課
環境政策課
廃棄物対策課

赤羽根市民センター

高齢福祉課

子育て支援課
地域福祉課

健　康　課

営農支援課

田原福祉専門学校

農　政　課
農業公園管理事務所

商工観光課

街づくり推進課
建　築　課

建　設　部 建設企画課
建　設　課
維持管理課

水　道　課
下 水 道 課

地　域　課
市民生活課

会　計　課

教育総務課

生涯学習課
スポーツ課
文 化 財 課
中央図書館

消　防　課
消　防　署
赤羽根分署
渥 美 分 署

議　事　課

事　務　局

事　務　局農業委員会

監査委員

消防本部

議  会 議  長

教育委員会 教育長

市 長 副市長

学校教育課
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課
長
級
以
上
の
人
事
異
動

【
部
長
級
】

▽
防
災
局
長
・
岡
田
安
弘
（
健
康
福
祉
部
長
）

▽
企
画
部
長
・
中
村
匡
（
政
策
推
進
部
長
）

▽
総
務
部
長
・
冨
田
昌
義
（
政
策
推
進
部
次
長
兼
政
策

推
進
課
長
）

▽
健
康
福
祉
部
長
・
宮
川
裕
之
（
健
康
福
祉
部
次
長
兼

高
齢
福
祉
課
長
）

▽
建
設
部
長
・
山
内
義
晃
（
都
市
建
設
部
建
設
監
）

▽
都
市
整
備
部
長
・
太
田
次
男
（
都
市
建
設
部
長
）

▽
渥
美
支
所
長
・
杉
浦
政
広
（
政
策
推
進
部
広
報
秘
書

課
長
）

▽
教
育
部
長
・
大
根
義
久
（
消
防
長
）

▽
消
防
長
・
大
場
広
之
（
消
防
署
長
）

▽
議
会
事
務
局
長
・
小
久
保
英
夫
（
議
事
課
長
）

【
次
長
級
】

▽
田
原
福
祉
専
門
学
校
教
務
主
任
（
次
長
級
）・
長
谷

川
彰
（
田
原
福
祉
専
門
学
校
教
務
主
任
）

▽
都
市
整
備
部
次
長
兼
建
築
課
長
・
岡
田
利
幸
（
建
築

課
長
）

▽
教
育
部
次
長
兼
中
央
図
書
館
長
・
豊
田
高
広
（
教
育

部
次
長
兼
図
書
館
長
）

▽
消
防
署
長（
次
長
級
）・鈴
木
常
雄（
赤
羽
根
分
署
長
）

　【
課
長
級
】

▽
防
災
局
防
災
対
策
課
長
・
森
下
錬
（
消
防
本
部
防
災

対
策
課
長
）

▽
企
画
課
長
・
大
羽
浩
和
（
経
営
企
画
課
長
兼
企
業
立

地
推
進
室
長
）

▽
人
口
増
企
画
室
長・稲
垣
守
泰
（
経
営
企
画
課
主
幹
）

▽
地
域
創
生
課
長
兼
企
業
立
地
推
進
室
長
・
石
川
恵
史

（
農
政
課
長
）

▽
東
京
事
務
所
長・土
井
政
典
（
経
営
企
画
課
副
主
幹
）

▽
広
報
秘
書
課
長
・
鈴
木
通
之
（
市
民
協
働
課
長
）

▽
契
約
検
査
課
長
・
伊
與
田
広
美
（
農
政
課
主
幹
）

▽
税
務
課
長
・
永
井
守
彦
（
税
務
課
主
幹
）

▽
税
務
課
主
幹
・
伊
藤
敏
和
（
建
築
課
副
主
幹
）

▽
収
納
課
長
・
青
木
康
広
（
ス
ポ
ー
ツ
課
主
幹
）

▽
市
民
課
主
幹
・
大
谷
充
妃
子
（
市
民
課
副
主
幹
）

▽
保
険
年
金
課
長
・
鈴
木
努
（
教
育
総
務
課
長
）

▽
高
齢
福
祉
課
長・柴
田
高
宏
（
街
づ
く
り
推
進
課
長
）

▽
子
育
て
支
援
課
保
育
士
長
・
大
谷
由
記
子
（
子
育
て

支
援
課
主
幹
）

▽
子
育
て
支
援
課
主
幹
・
佐
久
間
幸
子
（
子
育
て
支
援

課
副
主
幹
）

▽
福
江
保
育
園
長
（
主
幹
）・
伊
藤
章
江
（
福
江
保
育

園
長
）

▽
稲
場
保
育
園
長
（
主
幹
）・
鈴
木
友
子
（
稲
場
保
育

園
長
）

▽
健
康
課
主
幹
・
杉
原
三
高
（
健
康
課
副
主
幹
）

▽
農
政
課
長
・
鈴
木
隆
広
（
農
政
課
主
幹
）

▽
農
政
課
主
幹
・
河
合
保
典
（
下
水
道
課
副
主
幹
）

▽
農
業
公
園
管
理
事
務
所
長・鈴
木
淳
一
（
地
域
課
長
）

▽
営
農
支
援
課
長
・
内
藤
栄
次
（
教
育
総
務
課
主
幹
）

▽
建
設
企
画
課
長
・
寺
田
昭
一
（
営
農
支
援
課
長
）

▽
建
設
企
画
課
主
幹
・
田
中
靖
啓
（
土
木
課
主
幹
）

▽
建
設
課
長
・
河
邉
功
治
（
土
木
課
長
）

▽
維
持
管
理
課
長
・
大
羽
剛
志
（
契
約
検
査
課
長
）

▽
街
づ
く
り
推
進
課
長
・
鈴
木
洋
充
（
文
化
生
涯
学
習

課
長
）

平
成
28
年
４
月
１
日
付
け
の
課
長
級
以
上
の
人
事
異
動
、
新
規
採
用
職
員
お
よ
び
退
職
者
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、（　
）
内
は
前
職
名
で
す
。

▼
人
事
課
☎
23‐７
４
０
４

平
成
28
年
４
月
１
日
付

市
職
員
の
人
事
異
動
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▽
下
水
道
課
長
・
杉
原
雅
彦
（
維
持
管
理
課
長
）

▽
下
水
道
課
主
幹
・
中
神
嘉
彦
（
水
道
課
主
幹
）

▽
地
域
課
長
・
小
久
保
順
一
（
下
水
道
課
長
）

▽
教
育
総
務
課
長
・
三
竹
雅
雄
（
教
育
企
画
室
長
）

▽
教
育
総
務
課
主
幹
・
鈴
木
光
浩
（
税
務
課
主
幹
）

▽
生
涯
学
習
課
長
・
富
田
成
（
税
務
課
長
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
課
主
幹・鈴
木
信
宏
（
下
水
道
課
副
主
幹
）

▽
文
化
財
課
長・鈴
木
利
昌
（
文
化
生
涯
学
習
課
主
幹
）

▽
文
化
財
課
主
幹
・
増
山
禎
之
（
文
化
生
涯
学
習
課
主

幹
）

▽
文
化
財
課
主
幹
・
鈴
木
敏
恭
（
文
化
生
涯
学
習
課
主

幹
）

▽
渥
美
図
書
館
長
・
菅
沼
智
子
（
図
書
館
主
幹
）

▽
消
防
課
主
幹
・
鈴
木
一
彰
（
消
防
課
長
補
佐
）

▽
消
防
署
指
揮
隊
長
・
山
田
憲
男
（
消
防
課
主
幹
）

▽
赤
羽
根
分
署
長
・
岡
本
長
佳
（
消
防
署
指
揮
隊
長
）

▽
議
事
課
長
・
川
合
一
子
（
市
民
課
主
幹
）

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
・
髙
橋
知
子
（
保
険
年
金
課

長
）

新
規
採
用
職
員

▽
田
原
福
祉
専
門
学
校
長
・
土
平
俊
子
▽
産
業
振
興
部

技
監
・
黒
木
博
志
▽
学
校
教
育
課
指
導
主
事
・
峠
尚
良

▽
企
画
課
協
働
係
・
内
田
智
希
▽
総
務
課
情
報
シ
ス
テ

ム
係
・
崎
尾
佑
希
▽
税
務
課
市
民
税
係
・
木
村
直
貴
▽

税
務
課
資
産
税
係
・
木
藤
彰
▽
保
険
年
金
課
国
保
年
金

係
・
正
木
さ
と
子
▽
地
域
福
祉
課
障
害
福
祉
係
・
鈴
木

義
文
▽
農
政
課
農
政
企
画
係
・
河
合
竜
弥
▽
農
政
課
農

政
振
興
係・近
藤
麻
美
子
▽
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係・

浦
本
亘
▽
建
設
企
画
課
建
設
企
画
係
・
藤
井
啓
司
▽
維

持
管
理
課
管
理
係
・
鈴
木
将
磨
▽
街
づ
く
り
推
進
課
都

市
政
策
係
・
富
田
有
美
▽
建
築
課
建
築
係
・
荒
木
智
▽

建
築
課
住
宅
係
・
丸
井
健
太
▽
学
校
教
育
課
学
校
教
育

係
・
藤
井
麻
理
子

▽
第
一
保
育
園
・
石
川
博
稔
▽
野
田
保
育
園
・
小
林
磨

実
▽
東
部
保
育
園
・
髙
嶌
亮
子
▽
北
部
保
育
園
・
渡
邊

美
里
▽
山
北
保
育
園
・
磯
部
沙
織
▽
高
松
保
育
園
・
三

竹
伶
奈
▽
若
戸
保
育
園・小
川
明
日
香
▽
福
江
保
育
園・

藤
井
啓
花
▽
小
中
山
保
育
園
・
黒
田
歩
花

▽
消
防
署
警
防
第
１
係
・
横
田
拓
郎
▽
消
防
署
警
防
第

２
係
・
伊
藤
陽
真
▽
消
防
署
警
防
第
３
係
・
杉
原
は
る

な
▽
渥
美
分
署
警
防
第
２
係
・
大
森
奨

退
職
者

▽
総
務
部
長
・
鈴
木
正
直
▽
産
業
振
興
部
技
監
・
實
井

正
樹
▽
渥
美
支
所
長
・
菰
田
好
祐
▽
教
育
部
長
・
前
田

和
宏
▽
議
会
事
務
局
長・渡
邊
澄
子
▽
収
納
推
進
課
長・

福
井
達
弥
▽
健
康
課
主
幹
・
天
野
和
治
▽
農
業
公
園
管

理
事
務
所
長
・
大
谷
和
正
▽
下
水
道
課
主
幹
・
山
内
佳

英
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
・
菰
田
尚
史
▽
維
持
管
理

課
副
主
幹
・
花
井
岳
晴
▽
地
域
課
副
主
幹
・
川
口
智
久

▽
学
校
教
育
課
副
主
幹
・
山
上
高
弘
▽
文
化
生
涯
学
習

課
主
査
・
中
神
昌
秀
▽
廃
棄
物
対
策
課
・
永
井
盛
太
郎

▽
市
民
課
・
杉
浦
恵
美
子
▽
子
育
て
支
援
課
・
瓜
生
恵

理
子
▽
農
政
課
・
長
﨑
玲
子
▽
下
水
道
課
・
宮
川
真
二

▽
水
道
課
・
朝
倉
健
志
（
国
へ
の
派
遣
）

▽
六
連
保
育
園
長
・
小
久
保
昌
子
▽
北
部
保
育
園
長
・

冨
田
と
み
江
▽
大
草
保
育
園
長
・
河
合
睦
子
▽
赤
羽
根

保
育
園
長
・
岡
本
み
ど
り
▽
若
戸
保
育
園
長
・
長
田
良

子
▽
小
中
山
保
育
園
長
・
大
羽
秀
子
▽
中
部
保
育
園
主

任
保
育
士
・
山
本
英
子
▽
神
戸
保
育
園
主
任
保
育
士
・

小
久
保
宏
子
▽
清
田
保
育
園
主
任
保
育
士
・
宮
下
千
惠

子
▽
伊
良
湖
岬
保
育
園
主
任
保
育
士
・
中
泉
久
江
▽
伊

良
湖
岬
保
育
園
・
河
合
妙
子
▽
六
連
保
育
園
・
足
立
恵

理
▽
若
戸
保
育
園
・
鈴
木
正
子

▽
危
機
管
理
監
・
菰
田
浩
史
▽
赤
羽
根
分
署
長
補
佐
・

牧
野
重
治
▽
消
防
署
警
防
第
１
係
主
査
・
渡
会
和
四

派
遣
者

▽
企
画
課
主
幹
・
鈴
木
真
喜
生
（
愛
知
県
）
▽
建
設
企

画
課
主
幹
・
村
松
和
哉
（
愛
知
県
）

派
遣
者
終
了
者

▽
政
策
推
進
課
主
幹
・
矢
口
美
英
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投稿作品大募集！
●みんな注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文※営利活動は不可
●ごきげんスマイル
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名・誕生日・年齢
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

植田 乃葉ちゃん
のの  は

向山町
2歳

石原 彩葉ちゃん
あや  は

伊良湖町
1歳

花井 佑成くん
ゆうせい

神戸町
1歳

バズくん（4 歳）
フレンチブルドッグ♂
（東赤石 宮田さん）

マールちゃん（5 歳）
フレンチブルドッグ♀
（保美町 田上さん）

　図書館のある建物には、
どんな部屋がありますか？

　図書館は田原・赤羽根・渥美文化会館にそ
れぞれ設けられています。文化会館には文
化ホールや多目的ホール、会議室、田原文化
会館には総合体育館もあります。市民の方
が予約をし利用できる施設です。詳しくは、
お問い合わせください。
▶スポーツ課 ☎23‐3531

　昨年の１２月１１日未明、伊良湖菜の花ガーデン近くの路上で鳥
が死んでいました。翼を広げると３ｍ近くもあるカモメに似た大
きな鳥で、調べたところ海鳥の一種、「コアホウドリ」であると分か
りました。この鳥は、ハワイ諸島などで繁殖するアホウドリの仲間
で、環境省のレッドリストで絶滅危惧種ＩＢ類（※）に分類されていま
す。その多くは北太平洋に生息し、冬には本州や四国の太平洋沖
では見られますが、陸地には近づかないようです。アホウドリの飛
来は珍しく、また希少な鳥のため千葉県我孫子市の山階鳥類研
究所に収蔵されることになりました。

　渥美半島には、鷹の仲間のサシバやハチクマ、ハヤブサ、他にもメジロ、ムクドリ、シジュ
ウカラなどさまざまな鳥が観察できます。特に壮大なタカの渡りは有名です。空を見上げ、
飛来する鳥たちを眺めていると、ゆったりした気分になります。

（※）絶滅危惧種IB類＝「絶滅のおそれのある野生生物」の中でも、特に絶滅の危機が高い野生生物は
3つのカテゴリーに分けられており、その中の2番目のランクの野生生物

絶滅危惧の珍鳥、渥美半島で発見！　

折立町

杉浦 隆夫さん

［投稿者］

　NPO法人たはら国際交流協会は、外国人の
ための「にほんご教室」を開催しています。田
原教室（毎週2回）渥美教室（毎週1回）を開催
し、近隣に在住している外国出身の方々が日
本語を勉強できる機会を提供しています。こ
の教室では、中国、フィリピン、ベトナムなどさ
まざまな国の方々が勉強しています。
　1月17日（日）、豊橋市公会堂で東三河5市
の外国の方々が出場する「第6回東三河日本
語スピーチコンテスト」が行われました。田原

市からはベトナム出身のズオン・ティ・ビック・ハンさんが出場
し、高校生以上一般の部で最優秀賞を受賞しました。ハンさん
は、「高齢者と私の使命」という題で、日本とベトナムの高齢者
を取り巻く環境について、高齢者が幸せな生活ができるよう
に取り組むことが自分の使命であると熱くスピーチしました。
　「にほんご教室」では、日本語の上達はもちろんですが、仲間
づくりの場にもなっています。外国人の方も日本人の方も仲間
をつくりに来てみませんか。お気軽にお問い合わせください。

「東三河日本語スピーチコンテスト」で最優秀賞！

ＮＰＯ法人
たはら国際交流

協会
☎22‐2622

［投稿者］

▲はく製にしたコアホウドリ

▲コンテストで受賞したハンさん（左）

▲にほんご教室の様子

ぜひ、あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。

【応募方法】テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番
号を記入のうえ、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多
数の場合は、抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。

【応募先】広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

1003645

1003251

応募資格●市内在住の18歳以上の方
※公務員や公職にある方、高校生を除く。
活動内容●次の中から希望するもの

①市民記者（取材・記事作成）
②インターネットを活用した情報発信
③ＣＡＴＶ市政情報番組ナビゲーター
④イベント・風景などの撮影

募集人員●７名以内
募集期間●５月2日（月）まで（必着）
応募方法●応募用紙に必

要事項を記入のうえ、直
接持参または郵送・ＦＡＸ・
Ｅメールにて

※応募用紙は広報秘書課
で配布のほか、市ＨＰから
もダウンロードできます。

（任意の様式でも可）
選考方法●書類・面談
発表●応募者に通知のほか、広報にも掲載
活動期間●平成29年3月末まで
謝礼●年1万円
▶広報秘書課（〒441-3492　住所不要）　
☎22-0138　  23-1691　   koho@city.tahara.aichi.jp

▲番組のナビゲーターをするサポーター

広報サポーター募集！
　「広報たはら」の紙面づくりやＣＡＴＶへの出演、イン
ターネットを使った情報発信など、市の広報活動に参加
してみませんか？

わが家の
ペット

平成28年4月  広報たはら │    │14



投稿作品大募集！
●みんな注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文※営利活動は不可
●ごきげんスマイル
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名・誕生日・年齢
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

植田 乃葉ちゃん
のの  は

向山町
2歳

石原 彩葉ちゃん
あや  は

伊良湖町
1歳

花井 佑成くん
ゆうせい

神戸町
1歳

バズくん（4 歳）
フレンチブルドッグ♂
（東赤石 宮田さん）

マールちゃん（5 歳）
フレンチブルドッグ♀
（保美町 田上さん）

　図書館のある建物には、
どんな部屋がありますか？

　図書館は田原・赤羽根・渥美文化会館にそ
れぞれ設けられています。文化会館には文
化ホールや多目的ホール、会議室、田原文化
会館には総合体育館もあります。市民の方
が予約をし利用できる施設です。詳しくは、
お問い合わせください。
▶スポーツ課 ☎23‐3531

　昨年の１２月１１日未明、伊良湖菜の花ガーデン近くの路上で鳥
が死んでいました。翼を広げると３ｍ近くもあるカモメに似た大
きな鳥で、調べたところ海鳥の一種、「コアホウドリ」であると分か
りました。この鳥は、ハワイ諸島などで繁殖するアホウドリの仲間
で、環境省のレッドリストで絶滅危惧種ＩＢ類（※）に分類されていま
す。その多くは北太平洋に生息し、冬には本州や四国の太平洋沖
では見られますが、陸地には近づかないようです。アホウドリの飛
来は珍しく、また希少な鳥のため千葉県我孫子市の山階鳥類研
究所に収蔵されることになりました。

　渥美半島には、鷹の仲間のサシバやハチクマ、ハヤブサ、他にもメジロ、ムクドリ、シジュ
ウカラなどさまざまな鳥が観察できます。特に壮大なタカの渡りは有名です。空を見上げ、
飛来する鳥たちを眺めていると、ゆったりした気分になります。

（※）絶滅危惧種IB類＝「絶滅のおそれのある野生生物」の中でも、特に絶滅の危機が高い野生生物は
3つのカテゴリーに分けられており、その中の2番目のランクの野生生物

絶滅危惧の珍鳥、渥美半島で発見！　

折立町

杉浦 隆夫さん

［投稿者］

　NPO法人たはら国際交流協会は、外国人の
ための「にほんご教室」を開催しています。田
原教室（毎週2回）渥美教室（毎週1回）を開催
し、近隣に在住している外国出身の方々が日
本語を勉強できる機会を提供しています。こ
の教室では、中国、フィリピン、ベトナムなどさ
まざまな国の方々が勉強しています。
　1月17日（日）、豊橋市公会堂で東三河5市
の外国の方々が出場する「第6回東三河日本
語スピーチコンテスト」が行われました。田原

市からはベトナム出身のズオン・ティ・ビック・ハンさんが出場
し、高校生以上一般の部で最優秀賞を受賞しました。ハンさん
は、「高齢者と私の使命」という題で、日本とベトナムの高齢者
を取り巻く環境について、高齢者が幸せな生活ができるよう
に取り組むことが自分の使命であると熱くスピーチしました。
　「にほんご教室」では、日本語の上達はもちろんですが、仲間
づくりの場にもなっています。外国人の方も日本人の方も仲間
をつくりに来てみませんか。お気軽にお問い合わせください。

「東三河日本語スピーチコンテスト」で最優秀賞！

ＮＰＯ法人
たはら国際交流

協会
☎22‐2622

［投稿者］

▲はく製にしたコアホウドリ

▲コンテストで受賞したハンさん（左）

▲にほんご教室の様子

ぜひ、あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。

【応募方法】テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番
号を記入のうえ、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多
数の場合は、抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。

【応募先】広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

1003645

1003251

応募資格●市内在住の18歳以上の方
※公務員や公職にある方、高校生を除く。
活動内容●次の中から希望するもの

①市民記者（取材・記事作成）
②インターネットを活用した情報発信
③ＣＡＴＶ市政情報番組ナビゲーター
④イベント・風景などの撮影

募集人員●７名以内
募集期間●５月2日（月）まで（必着）
応募方法●応募用紙に必

要事項を記入のうえ、直
接持参または郵送・ＦＡＸ・
Ｅメールにて

※応募用紙は広報秘書課
で配布のほか、市ＨＰから
もダウンロードできます。

（任意の様式でも可）
選考方法●書類・面談
発表●応募者に通知のほか、広報にも掲載
活動期間●平成29年3月末まで
謝礼●年1万円
▶広報秘書課（〒441-3492　住所不要）　
☎22-0138　  23-1691　   koho@city.tahara.aichi.jp

▲番組のナビゲーターをするサポーター

広報サポーター募集！
　「広報たはら」の紙面づくりやＣＡＴＶへの出演、イン
ターネットを使った情報発信など、市の広報活動に参加
してみませんか？

わが家の
ペット
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

伊
良
湖

市民の
チカラ

地域の
チカラ

　
伊
良
湖
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は

渥
美
半
島
の
先
端
に
位
置
し
、風
光
明
媚

な
自
然
環
境
と
名
所
旧
跡
な
ど
の
歴
史
や

文
化
が
豊
か
な
地
域
で
す
。自
然
環
境
と

地
域
資
源
を
活い

か
し
た
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で

快
適
な
活
力
あ
る
地
域
を
目
指
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▪
市
民
館
ま
つ
り

　

毎
年
、お

盆
が
明
け
た

最
初
の
日
曜

日
に
行
う
市

民
館
ま
つ

り
。地
域
住

民
は
も
ち
ろ

ん
、お
盆
に

里
帰
り
し
た

人
た
ち
に
も

楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と

「
盆
踊
り
」を

行
っ
て
い
ま
す
。小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
が
、笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
楽
し

そ
う
に
過
ご
し
て
い
る
姿
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▪
地
域
ゆ
か
り
の
偉
人

　

皆
さ
ん
、「
糟
谷
磯
丸
」を
ご
存
じ
で
す

か
。今
か
ら
約
２
５
０
年
前
に
伊
良
湖
村

（
現
在
の
伊
良
湖
町
）に
生
ま
れ
た
漁
夫
歌

人
で
す
。生
涯
に
多
く
の
歌
を
詠
み
ま
し

た
。中
で
も
、当
時
の
人
た
ち
の
願
い
や
困

り
ご
と
な
ど
を
歌
に
し
た「
ま
じ
な
い
歌
」

が
有
名
で
す
。

　

そ
の
磯
丸
様
の
功
績
を
た
た
え
よ
う

と
、磯
丸
歌
選
歌
碑
群
が
設
置
さ
れ
て
い

る「
い
の
り
の
磯
道
」の
入
り
口（
道
の
駅 

伊
良
湖
ク
リ
ス
タ
ル
ポ
ル
ト
側
）に
、磯
丸

様
の
銅
像
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、地

元
の
有
志
で
つ
く
る
糟
谷
磯
丸
翁
生
誕

２
５
０
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
方
々

の
尽
力
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

近
く
に
来
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

右
手
に
筆
、左
手
に
短
冊
を
持
つ
磯
丸
様

に
ぜ
ひ
会
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、田

原
市
の
市
民
活
動
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い

く
お
手
伝
い
を
す
る
た
め
、平
成
19
年
に
、

田
原
文
化
会
館
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

▪
主
な
業
務

◦
市
民
活
動
に
関
す
る
情
報
の
収
集

◦
ラ
ッ
ク
や
掲
示
板
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、情

報
誌
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
の
情

報
の
発
信

◦
市
民
活
動
に
関
す
る
相
談
対
応

◦
市
民
活
動
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
の

研
修
お
よ
び
講
座
の
開
催

◦
市
民
活
動
団
体
へ
の
印
刷
機
の
貸
出
し

（
登
録
制
／
１
回
50
枚
か
ら
７
０
０
０

枚：３
０
０
円
）

▪
開
設
日

　
毎
週
火・金・土
曜
日

　
平
日：午
後
１
時
～
６
時

　
土
曜
日・祝
日：正
午
～
午
後
５
時

　
☎
22‐１
１
１
１（
内
線
８
１
２
）

　
市
民
活

動
団
体
の

皆
さ
ん
。

「
参
加
者

が
な
か
な

か
集
ま
ら

な
い
」「
チ
ラ
シ
を
作
り
た
い
け
れ
ど
、う

ま
く
で
き
な
い
」な
ど
、何
か
困
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
れ
か
ら
市
民
活
動
を
始
め
て
み
よ
う

と
お
考
え
の
皆
さ
ん
。「
何
か
ら
始
め
て
い

い
か
分
か
ら
な
い
」「
ど
こ
で
ど
ん
な
活
動

を
し
て
い
る
か
、情
報
を
集
め
る
の
に
苦

労
し
て
い
る
」な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

そ
ん
な
と
き
に
、市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
を
ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。広
報
の

お
手
伝
い
や
、活
動
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
思
い
を
カ
タ
チ
に
し
て
、田

原
市
を
も
っ
と
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
！

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

◦田原市民活動支援センター

◦市民館まつりでの盆踊りの様子

◦糟谷磯丸像
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　田原中部小学校では、その道に秀でたスポーツ選手を招き、「その道の達人に学ぶ会」を実施してい
ます。昨年12月18日、ロープパフォーマンスチーム「なわとび小助」代表の生

いくやま
山ヒジキさんに、講話と

実演、実技指導をしていただきました。
　生山さんは、短縄をメインに面白い演技、見ていて楽しい演技を目指して、小学校などで出張指導
を行い、縄跳びの普及に尽力しています。昨年10月には、ギネス世界記録を更新し、６つの記録保持者
となっています。
　生山さんから、小学校時代に縄跳びに取り組
むようになった話や、技を習得し上手になるた
めに努力してきた話などを聞きました。児童は、
世界トップレベルの高度な技を目の当たりにし
て、驚きと感動を受け、縄跳びの魅力を実感しま
した。
　１月28日に縄跳びオリンピックを実施しま
した。「その道の達人に学ぶ会」により、縄跳びの
練習に対する児童の気持ちに弾みがつき、好成
績・新記録につながりました。

　泉小学校では昨年10月24日、全校児童が作品展示や学習
発表の場として市民館まつりに参加しました。
　１年生は牛の品評会を見て描いた牛の絵、２年生はJA愛
知みなみとＰＴＡの方に手伝ってもらいながら作ったアレ
ンジフラワー、３年生は総合的な学習の時間に作成した『い
ずみのお宝マップ』と折々に作った俳句、４年生は総合的
な学習の時間に作成したグループ壁新聞『いずみのお宝新
聞』、５年生は習字を展示しました。

　また、５、６年生は泉の食材を用いた「大葉の
塩焼きそば」と、新メニュー「ミルクジャムブッ
セ」「大葉としらすにぎり」の調理と販売をしま
した。「ミルクジャムブッセ」と「大葉としらすに
ぎり」は３年生から６年生の全員が夏休みに考
えてきたレシピの中から選ばれたメニューで
す。いくつかの候補を試作して、最後は５、６年
生が絞り込んで決定しました。自分たちが見つ
けた泉校区にある「よさ」を発信できるよう、学
年それぞれの形で取り組んでいます。

◦縄跳びの実演をする生山さん

◦３年生が作った「泉のお宝マップ」

◦「大葉としらすにぎり」のパック詰め

「その道の達人に学ぶ会」
達人の考え方や技に刺激され、縄跳びに励む 田原中部小

学校

「市民館まつりに参加」
ふるさと泉の魅力発信！ 泉小学校

広報たはら  平成28年4月│    │17



全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▪第１５回全国小学生
ソフトテニス大会
（千葉県白子町［3／29～
31〕）

◎童浦スポーツ少年団
　ソフトテニス

【写真右から】

福井遥
は る き

己くん（童浦小5年）、
石灘瑛

え に じ

虹くん（童浦小5年）、
坂口生

い く ま

磨くん（童浦小3年）、
石灘蒼

そうえい

瑛くん（童浦小2年）

　鳥羽伊良湖観光交流イベント鳥羽ＶＳ伊
良湖勝つのはどっち？Vol.2五番勝負が行
われました。伊良湖の大あさりと鳥羽の牡
蠣の食べ比べでは、用意された５００セッ
トがあっという間になくなる大盛況ぶりで
した。計３勝を収めた鳥羽が勝利しました。

今年の勝者は
鳥羽？伊良湖？

3/6
［日］

　　春季火災予防運動の一環として、大草・第一・東
部保育園で防火パレードが行われ、計227名の園児
が参加しました。音楽に合わせ拍子木を打ち鳴らしな
がら、元気いっぱい「火の用心」を呼びかける園児たち
を、道行く人は笑顔で見守っていました。

地域を守る
火の用心！

2/24
［水］

▲白熱した綱引き対決。勝負に勝った鳥羽が来年の開催地です。

▲法被姿で「火の用心」と元気いっぱい呼びかける第一保育園の園児たち

平成28年4月  広報たはら │    │18



～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　田原福祉専門学校で平成27年度卒業証書授与式
が行われました。式では、卒業生が2年間の学生生活
でお世話になった先生や親、共に学んだ仲間や後輩
に向けて、感謝の気持ちを述べました。4月から介護
福祉士として34名が新たな一歩を踏み出します。

新しい門出
社会への第一歩

3/11
［金］

　はなのき広場で田原市消防団観閲式が行
われ、10分団、約600名の団員が参加しま
した。式では、団員が市長の観閲や服装・機
械器具の点検を受けました。その後、ラッパ
隊吹奏訓練や部隊訓練などを行い、消防団
の組織力と規律を示しました。

地域防災の要
団結力の行進

3/13
［日］

　こんにちは！市長の山下政良です。
今月号から私の連載が始まります。タイト
ルのように渥美半島を元気にするような
記事を載せていきたいと思っています。
　4月になり春の暖かさを感じるこの頃、
春風を感じたくなり太平洋ロングビーチ
に向かいました。穏やかな太平洋を見てい
ると、とてもぜいたくな時間を過ごしてい
るように感じました。まだ冷たい海にサー
ファーの人たちがおり、聞けば年中いる
とのことでした。この海岸は、国内屈指の

サーフスポットで、長くて高い波が特徴。
　ここで東京五輪のサーフィンをと、競
技会場誘致に名乗りをあげているとこ
ろです。決定は８月以降となりますが、渥
美半島を元気にする起爆剤として、市民
のみなさんと一緒になって招致に向け
て盛り上げていきたいと考えています。

春の陽を浴びたロングビーチ

▲仰げば尊しを斉唱する卒業生

▲市長の観閲を受ける消防団員

広報たはら  平成28年4月│    │19



表
彰

平
成
27
年
度
愛
知
県
知
事
賞

（
市
町
村
委
託
統
計
調
査
員
）

　
長
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
に
功

労
の
あ
っ
た
田
原
市
の
登
録
調
査

員・杉
原
ま
り
子
さ
ん
（
高
松
町
）

が
２
月
10
日
（
水
）、
愛
知
県
知

事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

募
集

田
原
市
地
域
農
業
再
生
協

議
会
臨
時
職
員

１
０
０
３
５
８
５

募
集
人
員
：
１
名　

採
用
期
間
：

５
月
９
日（
月
）～
６
月
30
日（
木
）

勤
務
場
所
：
田
原
市
役
所　
勤
務

内
容
：
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ
ー
タ

入
力
な
ど　
勤
務
形
態
：
月
～
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９

時
～
午
後
５
時　

賃
金
：
時
給

８
５
０
円　
選
考
方
法：面
接（
詳

細
は
後
日
通
知
）　

申
込
：
４
月

20
日
（
水
）
ま
で
に
、
農
政
課
に

会
館　
内
容
：
渡
辺
崋
山
を
救
え

13
‐
椿
椿
山
の
日
記
か
ら　

講

師
：
田
原
市
博
物
館
副
館
長 

鈴

木
利
昌　
受
講
料：無
料　
申
込：

当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

春
の
文
協
ま
つ
り 

市
民
茶
会

日
時
：
４
月
29
日
（
金
・
祝
）
午

前
10
時
～
午
後
３
時　
場
所
：
池

ノ
原
会
館　
茶
席
：
一
席
３
０
０

あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
提
出
／
郵
送
の
場
合
は
締

切
日
必
着

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

「
田
原
市
生
活
学
校
」会
員

対
象
：
く
ら
し
の
向
上
に
関
心
を

持
つ
市
内
在
住
の
方　
内
容
：
省

エ
ネ
対
策
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、

料
理
教
室
な
ど
、
暮
ら
し
を
よ
り

よ
く
す
る
た
め
の
活
動
を
実
施　

会
費
：
年
額
１
０
０
０
円

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

講
座 

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時：
４
月
11
日（
月
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　
場
所
：
崋
山

円▼
田
原
市
文
化
協
会

☎
22‐６
０
６
３

農
業
祭　
　

１
０
０
３
６
４
０

日
時
：
５
月
１
日
（
日
）
午
前
10

時
～　
場
所
：
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た

は
ら　
内
容
：
地
元
産
の
新
鮮
な

農
産
物
や
花
木
の
直
売
、模
擬
店
、

も
ち
投
げ
な
ど

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25‐１
２
３
４

25‐１
２
３
５

お
し
ら
せ

イベント名（市町村）
場　所 期　日 問い合わせ

花しょうぶまつり（豊橋市）
賀茂しょうぶ園

５月下旬～
６月中旬　

花しょうぶまつり実行委員会 
☎（0532）51-2430

豊川市民まつりおいでん祭
（豊川市）

豊川市野球場周辺
5/21 土・22 日
午前 10 時～

おいでん祭実行委員会
☎（0533)86-4101

第３０回エリカカップヨットレース
（蒲郡市）

ラグーナ地区周辺海域
5/22 日 蒲郡市観光商工課

☎（0533)66-1120

第１6 回日本チェンソー
アート競技大会（東栄町）

東栄ドームほか
5/28 土・29 日 チェンソーアートクラブ

☎（0536）76-1199

芝桜まつり（豊根村）
茶臼山高原　芝桜の丘

5/7 土～
         6/5 日

（一財）茶臼山高原協会
☎（0536)87-2345

長篠合戦のぼりまつり
第51 回大会（新城市）

長篠城址周辺
5/5 木・ 新城市観光協会

☎（0536)32-0022

東三河の観光イベントをご紹介します。（東三河８市町村の広報紙共同企画）

▶愛知県東三河広域観光協議会
　☎（0532）54‐1484　 http://www.honokuni.or.jp/

イベント情報

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。▶広報秘書課☎22局0138 平成28年4月  広報たはら │    │20
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市
民
カ
レ
ッ
ジ

１
０
０
１
１
２
７

教
室
名
（
対
象
）
／
日
時
：
表
の

と
お
り　
場
所
：
い
ず
れ
も
田
原

文
化
会
館　
定
員
：
10
名
（
マ
ク

ラ
メ
は
15
名
）／
抽
選　
受
講
料：

各
１
０
０
０
円
（
ギ
タ
ー
・
ウ
ク

レ
レ
は
各
１
６
０
０
円
）
い
ず
れ

も
材
料
費
別　
申
込
：
開
講
２
週

間
前
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
教
室
名
・
参

加
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

明
記
）

▪
開
館
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

　
４
月
１
日
か
ら
、
田
原
市
情
報

セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間
が
変
わ
り

ま
し
た
。

開
館
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22‐７
２
０
０

23‐２
８
０
８

消
費
生
活
出
前
講
座

１
０
０
１
０
４
８

対
象
：
①
10
名
以
上
の
団
体
②
20

名
以
上
の
団
体　
日
時
：
平
日
の

午
前
10
時
～
午
後
3
時
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
、
夜
間
は
要
相
談
）

の
時
間
帯
で
①
30
分
～
２
時
間
②

１
時
間
～
１
時
間
30
分　
場
所
：

申
込
者
が
用
意　
内
容
：
①
消
費

生
活
相
談
員
に
よ
る
悪
質
商
法
の

事
例
と
対
処
法
な
ど
②
落
語
家
・

漫
談
家
に
よ
る
悪
質
商
法
の
注
意

点　
受
講
料
：
無
料　
申
込
：
各

市
民
館
お
よ
び
商
工
観
光
課
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
直
接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
／
申

込
書
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
（
②
の
締
め
切
り
は
、
開
催

日
の
１
カ
月
前
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

タ
ブ
レ
ッ
ト・パ
ソ
コ
ン
教
室

１
０
０
３
５
４
２

対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳

以
上
の
方　
日
時
：
表
の
と
お
り

場
所
：
田
原
市
情
報
セ
ン
タ
ー　

メ
デ
ィ
ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会

館
２
階
）　
内
容
：
初
心
者
向
け

定
員
：
各
５
名
（
先
着
順
）　

受

講
料
：
無
料
（
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス

は
１
０
０
０
円
）　

持
ち
物
：
筆

記
用
具　

申
込
：
直
接
・
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て　
そ
の
他：受
講
中・

申
込
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、
同
時

に
３
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
可

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

も
の
づ
く
り
博
２
０
１
６

in
東
三
河　
記
念
講
演
会

日
時
：
６
月
18
日
（
土
）
午
後
2

時
～
3
時
30
分　
場
所
：
豊
橋
市

総
合
体
育
館
２
階
研
修
室　

内

容
：
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ

向
け
た
水
素
導
入
シ
ナ
リ
オ
、
水

素
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
構
築
の

た
め
の
技
術
確
立
の
取
り
組
み
に

つ
い
て　
講
師
：
村
木
茂
氏
（
東

京
ガ
ス
㈱
常
勤
顧
問
）　

定
員
：

１
５
０
名
（
先
着
順
）　
受
講
料：

無
料　

申
込
：
５
月
20
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
に
て　
申
込
先
：
も

の
づ
く
り
博
２
０
１
６
事
務
局

（
豊
橋
商
工
会
議
所
内
）

☎（
０
５
３
２
）53‐７
２
１
１

▼
豊
橋
市
商
工
業
振
興
課

☎（
０
５
３
２
）51‐２
４
３
５

あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

２
０
１
６
現
代
美
術
の
国
際
展

特
別
先
行
前
売
券
販
売
開
始

会
期
：
８
月
11
日
（
木
・
祝
）
～

10
月
23
日
（
日
）　

場
所
：
愛
知

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
、
名
古
屋

市
美
術
館
、
名
古
屋
・
豊
橋
・

岡
崎
市
内
の
ま
ち
な
か　

内

容
：「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

２
０
１
６
」
現
代
美
術
の
国
際
展

の
チ
ケ
ッ
ト
の
う
ち
特
別
先
行
前

売
券
を
４
月
30
日
（
土
）
ま
で

限
定
発
売　
特
別
先
行
前
売
券
：

【
一
般
】
１
１
０
０
円
【
大
学
生
】

７
０
０
円
【
高
校
生
】
３
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
の
種
類
な
ど
詳
細
は

公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
実
行

委
員
会
事
務
局

☎（
０
５
２
）９
７
１‐６
１
１
１

http://aichitriennale.jp/

すごう法律事務所

SUGO  LAW  OFFICE

コース 日時

はじめてのiPad体験講座 5／11水10:15～12:15

iPadアプリ基本講座 5／11水13:30～15:30

初心者のためのパソコン
入門

5／8日・15日・22日・29日
10:15～12:15

初心者のためのエクセル
2013　（有料）

5／8日・15日・22日・29日
13:30～15:30

タブレット：iPad Air　パソコン：Surface（Windows10）
使用ソフト：InternetExplorer11、Excel2013

教室名（対象） 日時
初心者のためのやさしいギター

（中学生以上）
初回：5／3（原則、第1・3火曜日／全
8回）19：30～21：00

ウクレレでうたってみよう！
（中学生以上）

初回：6／2（原則、第1・3木曜日／全
8回）19：30～21：00

パステル和みアート
（18歳以上）

初回：5／12（原則、第1木曜日／全5
回）10：00～11：00

大人の塗り絵
（18歳以上）

初回：5／26（原則、第2木曜日／全5
回）10：00～11：00

ひも結びの雑貨とアクセサリー
マクラメ　（18歳以上）

初回：5／17（原則、第1火曜日／全5
回）10：00～12：00
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生
活

畜
産
事
業
を
営
む
方
は「
悪

臭
関
係
工
場
等
の
届
出
」を

１
０
０
３
５
７
２

　
愛
知
県
の
条
例
で
対
象
と
な
る

畜
産
事
業
者
は
、悪
臭
関
係
工
場

等
の
届
出
を
毎
年
、行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
：
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
事
業
所
①
豚
房
の
総
面
積
が

50
㎡
以
上
②
牛
房
の
総
面
積
が

２
０
０
㎡
以
上
③
鶏
を
３
０
０
０

羽
以
上
飼
育
④
う
ず
ら
を
2
万
羽

以
上
飼
育

※
対
象
事
業
所
に
は
、通
知
と
届

出
書
を
郵
送
済
。届
い
て
い
な
い

場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

届
出
期
限
：
4
月
28
日
（
木
）

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐０
１
８
０

環
境
保
全
補
助
金
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

対
象
：
環
境
保
全
事
業
に
取
り
組

む
市
民
や
事
業
者　
手
続
き
：
事

前
（
申
請
・
契
約
前
）
に
制
度
の

詳
細
を
各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。申
請
関
係
書
類
は
、

aichi.jp/

◦
注
意
事
項

　
①
～
⑤
は
、
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で
に
工
事
お
よ
び
工
事
代
金
の

支
払
い
な
ど
の
完
了
が
必
要
で
す
。

本
人
ま
た
は
そ
の
家
族
の
方
が
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
助
要
綱
や
申
請
様
式
は
、
市

Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

http://w
w

w
.city.tahara.

狂
犬
病
予
防
注
射（
集
合
注
射
）

１
０
０
３
５
７
０

対
象
：
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方

料
金
：
新
規
登
録
と
注
射
は

６
４
０
０
円
、
注
射
の
み
の
場
合

は
３
４
０
０
円

▪
す
で
に
犬
を
登
録
し
て
い
る
方

　
4
月
は
じ
め
に
通
知（
は
が
き
）

が
届
き
ま
す
。
愛
犬
手
帳
と
と
も

に
注
射
会
場
へ
忘
れ
ず
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

▪
新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
た
方

　
新
た
に
生
後
91
日
以
上
の
犬
を

飼
わ
れ
た
方
は
、
注
射
会
場
で
登

録
と
注
射
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
表
の
日
程
に
都
合
が
悪
い
方

　
「
犬
の
登
録
」
と
「
年
に
1
度

の
狂
犬
病
予
防
注
射
」
は
、
法
律

に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
都
合
の
悪
い
方
は
、
６

月
30
日
（
木
）
ま
で
に
必
ず
動
物

病
院
で
注
射
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐０
１
８
０

補助金名 補助額（予算範囲内） 申請時期 担当課

① 排水設備工事費
融資あっせん制度

融資を受ける場合の金融機関への利息を市が
負担　※借入上限額 100 万円

工事着手前 ▼下水道課
☎23-3525

② 浄化槽雨水貯留施設
転用補助金 改造工事費× 1/2　※上限額 10 万円

③ 浄化槽設置整備
事業補助金

（合併処理浄化槽）

設置費× 1/2　※上限額は下記のとおり
・５ 人槽
・７ 人槽
・10 人槽以上

33 万 2000 円
41 万 4000 円
54 万 8000 円

④ 公害防除施設等
整備事業補助金 施設設置費× 30/100　※上限額 500 万円 工事着手前

▼環境政策課
☎23-3541

⑤ 太陽光発電システム
設置補助金（住宅用）２万円 /kW　※上限額８万円 工事着手前

⑥ 電気自動車等購入
補助金（個人・事業者）

車両本体価格×５％　※上限額は下記のとおり
・電気自動車、プラグインハイブリッド車   ５万円
・燃料電池自動車   　　　　　　　　  20 万円

新車登録・支払い
完了後30日以内

⑦ 生ごみ処理容器等
設置事業補助金

購入額× 1/2　※上限額は下記のとおり
Ａ 生ごみ処理容器 3000 円／基
　 1 世帯 2 基まで
Ｂ 電気生ごみ処理機 2 万円／台
    1 世帯 1 台まで

（この補助金を受けて設置し、Ａは５年以上、
Ｂは７年以上経過したもので、故障などで使用
不可になった場合は、再度申請可）

商品購入・
支払い完了後

20日以内

▼廃棄物対策課
☎23-3538

開催日 時間 場所

4／6水
13：30～14：10 衣笠市民館
14：40～15：30 野田市民館

4／7木

13：00～13：30 六連市民館
14：00～14：40 神戸市民館

15：10～15：50 田原文化会館
はなのき広場

4／8金
13：30～14：30 童浦市民館
15：00～15：40 田原東部市民館

4／11月
13：00～13：30 田原南部市民館
14：00～14：40 高松市民館
15：10～15：40 大草市民館

4／12火
13：10～14：10 若戸市民館
14：40～15：40 赤羽根市民館

4／13水
13：30～14：10 村松農業担い手

センター
14：40～15：20 泉市民館

4／14木
13：30～14：30 福江市民館
15：00～15：40 清田市民館

※都合の良い会場で受けてください。

開催日 時間 場所

4／15金
13：30～14：10 西山公民館
14：40～15：40 小中山総合事務所

4／18月
13：30～14：30 中山市民館
15：00～15：40 伊良湖市民館

4／19火
13：30～14：20 和地市民館
14：50～15：40 堀切市民館

 ①②１００1012、③④1000905、⑤⑥1000899、⑦1000863
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子
ど
も・若
者
総
合
相
談
窓
口

（
週
５
日
開
設
）

　
お
お
よ
そ
40
歳
未
満
の
不
登
校

や
ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
な
ど
の

「
子
ど
も
・
若
者
相
談
窓
口
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

「
家
か
ら
出
れ
な
い
」「
学
校
を
変

わ
り
た
い
」「
働
き
た
い
け
ど
…
」

「
こ
ん
な
こ
と

を
相
談
し
て
も

い
い
の
？
」

　
心
配
は
い
り

ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

開
設
日
時
：
月
～
金
曜
日
／
午
前

9
時
30
分
～
午
後
４
時
（
年
末
年

始
・
祝
日
を
除
く
）

相
談
電
話
番
号
☎
27‐８
６
０
２

kow
aka@city.tahara.aichi.jp

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の

受
付
期
間
を
延
長

　
日
本
赤
十
字
社
の
義
援
金
の
受

付
は
、
現
在
も
義
援
金
の
お
申
し

出
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

院
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方

内
容
：
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

券
を
年
間
最
大
３
枚
交
付(

１
枚

５
０
０
０
円
分)　

申
請
：
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で
に
高
齢
福
祉

課
、
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市

民
生
活
課
（
渥
美
支
所
）
で
直
接

そ
の
他
：
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23‐４
６
５
４

23‐３
５
４
５

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
６
９
７

23‐３
５
４
５

福
祉
タ
ク
シ
ー
券・バ
ス
電

車
券
等
を
交
付

１
０
０
３
５
６
１

対
象
：
①
昭
和
22
年
４
月
１
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
②
１・
２
級
の

下
肢
・
体
幹
・
視
覚
障
害
者
、
１

級
の
内
部
障
害
者
③
Ａ
判
定
の
知

的
障
害
者
④
１・
２
級
の
精
神
障

害
者　
内
容
：
対
象
者
に
引
換
券

を
郵
送
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・
バ

ス
電
車
券
・
元
気
パ
ス
購
入
助
成

か
ら
、平
成
29
年
３
月
31
日
（
金
）

ま
で
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▪
田
原
市
で
の
募
金
状
況

　
（
３
月
３
日
現
在
）

　
２
８
６
２
万
４
０
４
０
円

▼
日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
田

原
市
地
区
（
地
域
福
祉
課
内
）　

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

障
害
者（
児
）の
た
め
の
手
当

制
度
が
一
部
改
正１

０
０
１
１
８
７

　
４
月
分
か
ら
特
別
児
童
扶
養
手

当
、
障
害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的

福
祉
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
の

支
給
額
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
６
９
７

23‐３
５
４
５

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
券
を
交
付

１
０
０
３
５
６
３

対
象
：
田
原
市
在
住
で
要
介
護
３

以
上
ま
た
は
特
別
障
害
者
手
当
受

給
者
で
、
自
分
で
理
容
店
・
美
容

券
・
ぐ
る
り
ん
バ
ス
等
回
数
券
購

入
助
成
券
の
う
ち
希
望
す
る
も
の

を
交
付（
６
０
０
０
円
分
）　
申
請：

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
高
齢

福
祉
課
、
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、

市
民
生
活
課
（
渥
美
支
所
）
で
直

接※
４
月
４
日
～
８
日
に
引
換
券
記

載
の
各
市
民
館
に
出
張
交
付
予
定

／
32
頁
の
シ
ニ
ア
の
ひ
ろ
ば
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23‐４
６
５
４

23‐３
５
４
５

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
６
９
７

23‐３
５
４
５

家
族
介
護
用
品
購
入
補
助

券
を
交
付

１
０
０
３
５
６
２

対
象
：
田
原
市
に
住
所
が
あ
り
、

要
介
護
１
以
上
の
方
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
方
な
ど　
補
助
券
交

付
額
（
年
間
最
大
）：【
対
象
者
が

要
介
護
３
以
上
で
前
年
度
市
民
税

課
税
世
帯
の
方
】
４
万
円
分
【
対

象
者
が
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
方

で
前
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
】
７
万
円
分
【
対
象
者
が
要
介

護
１
ま
た
は
２
の
方
（
前
年
度
市
民

税
非
課
税
世
帯
で
医
師
の
診
断
に
よ
り

尿
失
禁
の
認
め
ら
れ
る
場
合
）】
２
万

円
分　
期
間
：
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で　

申
請
：
高
齢
福
祉
課
、

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
生

活
課
（
渥
美
支
所
）
に
て
直
接　

申
請
に
必
要
な
も
の
：
有
効
期
限

内
の
介
護
保
険
証
と
印
鑑

※
要
介
護
者
と
介
護
者
が
別
世
帯

の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
の
印
鑑
が
必
要

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23‐４
６
５
４

23‐３
５
４
５

家
族
介
護
交
流
会１

０
０
３
５
８
６

対
象
：
ご
家
庭
で
家
族
を
介
護
し

て
い
る
方　

日
時
：
４
月
21
日

（
木
）、
５
月
19
日
（
木
）、
６
月
16

日
（
木
）
／
い
ず
れ
も
午
後
１
時

30
分
～
3
時
30
分　
場
所
：
渥
美

福
寿
園　
内
容
：
座
談
会
、
介
護

者
の
健
康
づ
く
り
、
介
護
に
関
す

る
情
報
提
供
な
ど　
講
師
：
看
護

師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専

門
員
な
ど　
定
員
：
20
名
（
先
着

順
）　

参
加
料
：
無
料　

申
込
：

開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
渥
美
福

寿
園
（
☎
34‐６
６
８
８
）
へ
電

話
に
て

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23‐４
６
５
４

23‐３
５
４
５
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田
原
市
太
陽
光
発
電
施
設
の

設
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
施
行　

１
０
０
３
５
４
８

　

４
月
１
日
か
ら
、田
原
市
太
陽

光
発
電
施
設
の
設
置
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン（
対
象：建
築
物
の
屋

根
お
よ
び
屋
上
に
設
置
さ
れ
る
も

の
は
除
く
）が
施
行
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐０
１
８
０

田
原
市
観
光
事
業
者
等

提
案
事
業
補
助
金１

０
０
２
１
１
４

対
象
：
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業

所
が
あ
る
個
人
お
よ
び
事
業
者
が

３
名
以
上
で
組
織
す
る
団
体　
対

象
事
業
：
観
光
誘
客
や
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
促
進
の
た
め
の
催
事
、

交
付
決
定
後
（
６
月
中
旬
）
事
業

着
手

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

空
き
店
舗
を
活
用
し
て
出
店

さ
れ
る
方
に
改
装
費
な
ど
を

補
助　
　
　

１
０
０
３
６
０
２

対
象
：
空
き
店
舗
を
賃
借
ま
た
は

購
入
し
て
出
店
す
る
個
人
ま
た
は

法
人　
対
象
事
業
：
小
売
業
、
飲

食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
そ
の
他
一
般

の
消
費
者
を
顧
客
と
す
る
事
業
ま

た
は
集
客
効
果
を
見
込
む
新
規
出

店
事
業　
補
助
額
：
対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内（
上
限
額
50
万
円
）

募
集
期
間
：
５
月
31
日
（
火
）

採
択
決
定
：
６
月
中
旬　
事
業
開

始
：
補
助
金
交
付
決
定
後
（
６
月

中
旬
）
事
業
着
手

▼
商
工
観
光
課

観
光
客
の
利
便
向
上
や
観
光
に
関

す
る
人
材
育
成
の
た
め
の
調
査
、

研
究
お
よ
び
研
修
な
ど　
募
集
期

間
：
５
月
31
日
（
火
）
ま
で　
　

採
択
決
定
：
６
月
中
旬　
事
業
開

始
：
補
助
金
交
付
決
定
後
（
６
月

中
旬
）
事
業
着
手　

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

国
な
ど
の
支
援
策
の
活
用

を
目
指
す
方
を
補
助

１
０
０
２
１
１
９

対
象
：
田
原
市
に
活
動
の
拠
点
ま

た
は
本
社
も
し
く
は
事
業
所
が
あ

る
中
小
企
業
者
、
中
小
企
業
団
体

お
よ
び
支
援
団
体　
対
象
事
業
：

①
先
進
地
等
視
察
事
業
②
専
門
家

等
招
へ
い
事
業
③
基
礎
調
査
事
業

ま
で　
補
助
額
：
①
旅
費
お
よ
び

視
察
手
数
料
の
３
分
の
２
（
上
限

額
１
名
当
た
り
15
万
円
※
原
則
１

申
請
当
た
り
３
名
ま
で
）
②
専
門

家
謝
金
お
よ
び
費
用
弁
償
の
２
分

の
１
（
上
限
額
50
万
円
）
③
委
託

料
、
調
査
員
報
酬
な
ど
事
業
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
経
費
の
２
分
の

１
（
上
限
額
50
万
円
）　

募
集
期

間：５
月
31
日（
火
）　
採
択
決
定：

６
月
中
旬　
事
業
開
始
：
補
助
金

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

６
次
産
業
化
・
農
商
工
連
携

に
よ
る
新
商
品
開
発
な
ど
を

補
助　
　
　

１
０
０
３
５
９
７

対
象
：
市
内
に
住
所
が
あ
る
農
林

水
漁
業
者
（
団
体
な
ど
含
む
）
お

よ
び
中
小
企
業
者
（
過
去
に
こ
の

補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
方
を
優

先
）　

対
象
事
業
：
田
原
市
産
の

農
畜
水
産
資
源
を
活
用
し
た
①
新

商
品
開
発
事
業
②
販
路
開
拓
事
業

補
助
額
：
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内（
①
上
限
50
万
円
②
20
万
円
）

募
集
期
間
：
５
月
31
日
（
火
）

採
択
決
定
：
６
月
中
旬　
事
業
開

始
：
補
助
金
交
付
決
定
後
（
６
月

中
旬
）
事
業
着
手

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

◉ＡＣＴ-４５を推進します
　田原 警 察 署は、野田町 後田の交 差 点を

「ＡＣＴ－４５（Aichi Crossroad Traffic accident 
prevention by 45policestation：県下４５警察署
による交通事故多発交差点対策）」の対策交差
点に指定しました。
　この交差点では出合頭衝突事故が多発し、ま
た事故が増加傾向にあることから、今回の指定と
なりました。田原警察署では、この交差点の一時
停止違反など
の指導取締り
を強化し、皆さ
んに安全啓発
を行っていく
予定です。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

野田
保育園北

野田郵便局

〒 GS

野田保育園

指定交差点

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成28年の累計

●人身17件（30件）
●負傷19人（42人）
●死亡0人（0人）
●物損117件（254件）

●侵入盗0件（2件）
●乗物盗5件（7件）
●非侵入盗12件（19件）

●火災4件（4件）
●救急188件（420件）

2月

平成28年4月  広報たはら │    │24
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田
原
市
医
師
確
保
修
学
資
金

１
０
０
２
１
１
２

対
象
：
将
来
、
医
師
と
し
て
田
原

市
内
の
公
的
医
療
機
関
（
厚
生
連 

渥
美
病
院
）
に
勤
務
す
る
意
志
の

あ
る
方　
申
込
資
格
：
平
成
28
年

４
月
１
日
時
点
で
、
医
学
部
大
学

生
お
よ
び
医
学
部
大
学
院
生
の
方

貸
与
人
数
：
若
干
名　
貸
与
資
金

の
種
類
と
金
額
・
期
間
：
表
の
と

お
り　

選
考
方
法
：
書
類
審
査

お
よ
び
面
接　

申
込
：
５
月
17

日
（
火
）
ま
で
に
健
康
課
に
あ
る

貸
与
申
請
書
（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ

国
民
健
康
保
険
へ
の

届
出
を
お
忘
れ
な
く

▪
国
民
健
康
保
険
か
ら
新
し
い
保

険
に
変
わ
っ
た
方

　
就
職
や
結
婚
な
ど
に
よ
り
、
田

原
市
の
国
民
健
康
保
険
か
ら
新
し

い
保
険
に
変
わ
っ
た
方
は
、
国
民

健
康
保
険
の
喪
失
の
届
出
が
必
要

で
す
。

必
要
な
物
：
①
国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
②
新
し
い
保
険
証
③
個
人

番
号
が
分
か
る
も
の
（
①
②
③
と

も
喪
失
す
る
方
全
員
の
も
の
）

④
認
め
印
（
世
帯
主
以
外
が
届
出

を
行
う
場
合
）
⑤
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

▪
離
職
な
ど
に
よ
り
、
現
在
ど
の

健
康
保
険
に
も
加
入
さ
れ
て
い

な
い
方

　
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
が
必

要
で
す
。

必
要
な
物
：
①
健
康
保
険
の
資
格

を
喪
失
し
た
証
明
ま
た
は
退
職
日

が
分
か
る
書
類
②
個
人
番
号
が
分

か
る
も
の
③
認
め
印
（
世
帯
主
以

外
が
届
出
を
行
う
場
合
）
④
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
）

▼
保
険
年
金
課

ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要

事
項
を
記
入

の
う
え
必
要

書
類
を
添
え

て
提
出
（
締

切
日
必
着
）

※
詳
細
は
応
募
要
領
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
健
康
課

☎
23‐３
５
１
５

23‐３
８
１
０

農
水
産
業
ア
イ
デ
ア
支
援

補
助
金

１
０
０
１
９
１
６

対
象
：
田
原
市
に
住
所
が
あ
る
農

業
者
・
漁
業
者
な
ど
が
３
名
以
上

で
組
織
す
る
グ
ル
ー
プ　
対
象
事

業
：
地
域
農
業
者
・
漁
業
者
が
農

業
・
漁
業
の
現
場
な
ど
に
創
意
工

夫
を
生
か
し
た
ア
イ
デ
ア
な
ど
の

取
り
組
み　

補
助
額
：
対
象
経

費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
額

１
０
０
万
円
）　

募
集
期
間
：
６

月
30
日
（
木
）
ま
で
（
水
産
業
は

４
月
28
日
木
ま
で
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
が
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
書
で

納
め
る
場
合
、
ま
と
め
て
払
う
と

割
引
に
な
る
「
前
納
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

◦
１
年
分
の
保
険
料

　
19
万
５
１
２
０
円
が

◦
１
年
前
納
を
行
う
と

　
３
４
６
０
円
割
引
に　

前
納
の
納
付
書
：
４
月
中
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
郵
送　

納
付
方

法
：
５
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
金

融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
に
て
納
付　
そ
の
他
：
４

月
に
国
民
年
金
の
加
入
届
出
を
さ

れ
た
方
が
前
納
す
る
場
合
は
、
届

出
さ
れ
た
窓
口
へ
ご
連
絡
を

▼
豊
橋
年
金
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33‐４
１
１
１

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
協
定
保
養
所
利
用
助
成

対
象
：
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
被
保
険
者　
期
間
：
平
成
29

年
3
月
31
日
ま
で　

施
設
：
表

の
と
お
り　

内
容
：
協
定
保
養

所
宿
泊
時
、
1
名
１
泊
当
た
り

１
０
０
０
円
助
成
（
期
間
中
、
全

保
養
所
合
わ
せ
て
４
泊
ま
で
助

成
）　

利
用
方
法
：
協
定
保
養
所

へ
申
込
時
に
被
保
険
者
で
あ
る
旨

を
伝
え
る
と
精
算
時
に
助
成　
持

ち
物
：
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

証
（
宿
泊
当
日
提
示
が
必
要
）、

利
用
カ
ー
ド
（
初
回
利
用
時
に
は

協
定
保
養
所
に
て
交
付
）

▼
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
給
付
課

☎（
０
５
２
）９
５
５‐１
２
０
５

所在地 協定保養所名 問い合わせ先
田原市 シーサイド伊良湖 ☎（0531）35‐1151

蒲郡市 サンヒルズ三河湾 ☎（0533）68‐4696

豊田市 豊田市百年草 ☎（0565）62‐0100

犬山市 レイクサイド入鹿 ☎（0568）67‐3811

桑名市 名古屋市休養温泉ホーム松ケ島 ☎（0594）42‐3330

東浦町 あいち健康の森プラザホテル ☎（0562）82‐0211

名称 貸与金額 貸与期間

大学生修学資金 月額 3０万円または 25 万円
入学時１００万円（１回限り）

正規の修学期間
（６年間を限度）

大学院生修学資金 月額２０万円 正規の修学期間
（４年間を限度）
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耐
震
改
修
工
事
費
を

最
大
１
３
０
万
円
補
助

▪
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

　
現
在
お
住
ま
い
の
昭
和
56
年
5

月
以
前
に
建
築
し
た
木
造
住
宅
が

地
震
に
強
い
か
ど
う
か
を
無
料
で

診
断
し
ま
す
。

▪
木
造
住
宅
耐
震
改
修
計
画
策
定

費
助
成

　
無
料
耐
震
診
断
で
、
結
果
が
安

全
で
な
い
と
診
断
さ
れ
た
建
物
の

補
強
設
計
を
す
る
場
合
に
、
最
大

15
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

▪
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
助

成
　
補
強
設
計
に
基
づ
い
て
行
う
工

事
費
の
助
成
で
、
最
大
１
３
０
万

円
を
補
助
し
ま
す
。

（
公
共
下
水
道
）、
中
山
地
区
の
一

部
（
農
業
集
落
排
水
）　

供
用
開

始
日
：
３
月
31
日
（
木
）

※
対
象
世
帯
に
は
通
知
ま
た
は
回

覧
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４

▼
下
水
道
課（
渥
美
支
所
）

☎
33‐１
１
１
３

32‐２
５
０
６

里
親
体
験
発
表
会

日
時
：
５
月
12
日
（
木
）
午
前
10

時
30
分
～
正
午　
場
所
：
東
三
河

県
庁
２
階
大
会
議
室
（
豊
橋
市
八

町
通
5
丁
目
4
）　

内
容
：
里
親

に
な
ら
れ
た
方
の
体
験
発
表

▼
愛
知
県
東
三
河
児
童
・
障
害
者

相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）54‐６
４
６
５

【
縦
覧
】東
三
河
都
市
計
画
の

変
更　
　
　

１
０
０
１
５
０
２

　
田
原
市
で
は
こ
れ
ま
で
東
三
河

都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
、
東

三
河
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準

防
火
地
域
の
変
更
、
東
三
河
都
市

計
画
特
別
用
途
地
区
の
変
更
手
続

き
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
３
月

▪
簡
易
耐
震
対
策
費
助
成

　
耐
震
診
断
で
、
結
果
が
安
全
で

な
い
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
に
高
齢

者
や
障
害
者
が
い
る
場
合
、
屋
根

の
軽
量
化
や
、
部
分
的
な
耐
震
補

強
、
防
災
ベ
ッ
ド
、
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
設
置
な
ど
、
住
ん
で
い
る
人

が
安
全
に
な
る
よ
う
な
対
策
に
最

大
30
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

▪
そ
の
他

　
木
造
以
外
の
住
宅
の
診
断
や
改

修
工
事
、
特
定
既
存
耐
震
不
適
格

建
築
物
の
診
断
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
撤
去
や
改
修
に
も
補
助
を

し
ま
す
。

※
補
助
の
受
理
に
は
、
事
前
に
手

続
き
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
建
築
課

☎
23‐３
５
２
６

22‐３
８
１
１

下
水
道
な
ど
の
供
用
開
始

１
０
０
３
５
４
７

　
下
水
道
を
使
え
る
区
域
が
次
の

と
お
り
拡
大
し
ま
し
た
。

　
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
の
た

め
、
接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

拡
大
区
域：山
田
地
区
の
一
部（
公

共
下
水
道
）、
長
沢
地
区
の
一
部

１
日
付
け
で
法
手
続
き
が
終
了
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
関
係
図
書
の
縦
覧
は
、

街
づ
く
り
推
進
課
で
行
っ
て
い
ま

す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

税

国
民
健
康
保
険
税１

０
０
３
５
４
６

▪
仮
徴
収
分
の
納
税
通
知
書
の
送

付
　
仮
徴
収
分
の
税
額
は
、
前
年
の

所
得
額
な
ど
が
確
定
し
て
い
な
い

た
め
、
暫
定
の
税
額
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
各
納
期
の
税
額
は

表
の
と
お
り
で
す
。

▪
普
通
徴
収
の
方

　

第
１・
２
期
分
の
納
税
通
知
書

を
、
４
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

４
月
１
日
以
降
に
国
民
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
た
場
合
は
、
第
３
期

（
８
月
）
に
納
税
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

▪
特
別
徴
収
の
方

　
４
月
期
・
６
月
期
・
８
月
期
分

の
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
を
、
４

月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

▪
年
税
額
の
通
知

　
年
税
額
は
７
月
に
算
定
（
本
算

定
）
し
、
８
月
に
通
知
し
ま
す
。

※
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

普
通
徴
収

納期
第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期
４月 ６月 ８月 ９月 10月 11月 12月 ２月

算定額
前年度の国保
税額のそれぞ
れ1/8の税額

年税額から第１期・第２期の税額を差し引い
た残額の各納期それぞれ1/6の税額

特
別
徴
収

納期 ４月期 ６月期 ８月期 10月期 12月期 ２月期

算定額 前年度の２月期と同額
年税額から４月・６月・８月期
の税額を差し引いた残額の各
納期それぞれ1/3の税額
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個
人
住
民
税
特
別
徴
収
の

一
斉
指
定
が
始
ま
り
ま
す

１
０
０
３
５
１
３

　
田
原
市
で
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
（
給

与
か
ら
の
天
引
き
）
へ
の
切
り
替

え
に
つ
い
て
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
が
、
法
令
の
遵
守
と
納
税
の
公

平
性
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
5

月（
平
成
28
年
6
月
給
与
支
給
分
）

か
ら
特
別
徴
収
未
実
施
の
事
業
所

を
『
特
別
徴
収
義
務
者
』
に
指
定

し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
東
三
河
８
市
町
村
で

平
成
28
年
度
か
ら
一
斉
に
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　
ま
だ
、
特
別
徴
収
を
実
施
し
て

い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
特
別
徴
収
の
指
定
対
象
事
業
所

　

特
別
徴
収
未
実
施
の
事
業
所
。

た
だ
し
、
以
下
の
い
ず
れ
か
の
理

由
に
該
当
す
る
場
合
は
普
通
徴
収

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ａ
事
業
所
の
総
受
給
者
数
が
２
名
以
下

Ｂ
毎
月
の
給
与
が
少
な
く
指
定
さ
れ

た
税
額
を
天
引
き
で
き
な
い

Ｃ
給
与
の
支
払
期
間
が
不
定
期

Ｄ
普
通
徴
収
と
し
て
扱
う
事
業
専
従
者

根
市
民
セ
ン
タ
ー　
申
請
期
限
：

５
月
31
日
（
火
）

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

自
動
車
税・軽
自
動
車
税
の

納
税
は
５
月
31
日（
火
）ま
で

　
対
象
の
方
へ
５
月
中
旬
ま
で
に

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
５
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
納

税
通
知
書
に
記
載
し
て
あ
る
金
融

機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。（
自

動
車
税
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

の
納
付
可
）
※
口
座
振
替
登
録
者

は
指
定
口
座
か
ら
引
き
落
と
し

▼
東
三
河
県
税
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）35‐６
１
３
０

▼
税
務
課
☎
23‐３
５
１
０

軽
自
動
車
税
の
税
率
が

変
わ
り
ま
す
１
０
０
０
７
８
２

　
平
成
26
・
27
年
度
に
地
方
税
法

が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
平
成
28
年
度

か
ら
軽
自
動
車
税

の
税
率
が
下
表
の

と
お
り
変
わ
り
ま

す
。

▼
税
務
課
☎
23‐３
５
１
０

Ｅ
退
職
者

Ｆ
５
月
末
ま
で
の
退
職
予
定
者

Ｇ
他
の
事
業
所
で
特
別
徴
収
を
実
施

す
る
乙
欄
該
当
者

　
個
人
住
民
税
の
税
額
は
、
前
年

中
の
所
得
を
基
に
市
町
村
が
決
定

し
て
事
業
主
に
通
知
す
る
た
め
、

事
業
主
が
税
額
を
計
算
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０

固
定
資
産
税　
課
税
明
細
書

の
送
付　
　

１
０
０
２
７
６
６

　
５
月
中
旬
に
固
定
資
産
税
の
納

税
通
知
書
と
併
せ
て
、
お
持
ち
の

土
地
と
家
屋
の
課
税
明
細
書
を
郵

送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課
☎
23‐３
５
１
０

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

１
０
０
０
７
８
２

対
象
：
①
一
定
の
障
害
の
あ
る
方

が
運
転
す
る
場
合
②
一
定
の
障
害

の
あ
る
方
と
生
計
を
と
も
に
し
て

い
る
方
が
運
転
す
る
場
合
③
一
定

の
障
害
の
あ
る
方
の
み
の
世
帯
の

た
め
、
常
時
介
護
者
が
運
転
す
る

場
合　
申
請
場
所
：
税
務
課
、
市

民
生
活
課
（
渥
美
支
所
）、
赤
羽

■バイクや小型特殊車両の税率
車両区分

（ ）内はナンバーの色
税率（年額）

平成27 年度まで 平成28 年度から

原動機付
自転車

50㏄以下（白） 1,000 円 2,000 円
50㏄超90㏄以下（黄） 1,200 円 2,000 円
90㏄超125㏄以下（桃） 1,600 円 2,400 円
ミニカー（空） 2,500 円 3,700 円

軽二輪 125㏄超250㏄以下 2,400 円 3,600 円
小型二輪 250㏄超 4,000 円 6,000 円

小型特殊自動車
農耕作業用（緑） 1,600 円 2,400 円
フォークリフトなど（緑） 4,700 円 5,900 円

車両区分

税率（年額）
平成27 年3 月31
日までの新規登録

（現行税率）

平成27年 4月1 日
以後の新規登録（平
成28年度から）

平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで
の新規登録のうち一部（軽課）（※２８年度のみ適用）

新規登録後13 年超
( 重課 )（平成１４年
１２月以前の車両）① 75％軽減 ② 50％軽減 ③ 25％軽減

軽三輪 3,100 円 3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円 4,600 円

軽自動車
（四輪）

乗用
自家用 7,200 円 10,800 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円 12,900 円
営業用 5,500 円 6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円 8,200 円

貨物
自家用 4,000 円 5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円 6,000 円
営業用 3,000 円 3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円 4,500 円

・新規登録とは、その車両が初めて車両番号の指定を受けること

・軽課特例に該当する車両は次の基準を満たすもの
①電気軽自動車・天然ガス軽自動車
　（平成２１年排出ガス１０％低減達成車）

②乗用：★★★★かつ平成３２年度燃費基準＋２０％達成車
　貨物用：★★★★かつ平成２７年度燃費基準＋３５％達成車

③乗用：★★★★かつ平成３２年度燃費基準達成車
　貨物用：★★★★かつ平成２７年度燃費基準＋１５％達成車

（★★★★=平成１７年排出ガス基準７５％低減達成）

■軽四輪などの車両の税率
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◦田原児童センターのイベント ▶田原児童センター　☎23‐4761

◦子育て支援センターのイベント ▶子育て支援課（市役所内）　☎23‐3513

　田原市地域子育て支援センターは、親子で安心して遊べる場所を提供し、子育ての喜びや悩みを分かち合えるよ
う子育てのお手伝いをしています。いつ行ってもいい、いつ帰ってもいい、気軽に利用できる場所です。親子で遊び
ながら、育児について話をしたり、仲間づくりをしたりしてみませんか？

ひまわりルーム・なのはなルーム＊詳細は各ルームへお尋ねください。
◆開放日：毎週月曜～金曜（祝日・お盆期間・年末年始を除く）※毎月 第3水曜午後休館
◆時間：9：30～正午、13：00～15：30※毎日11時15分～手遊び、絵本の読み聞かせなど実施
◆対象者：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要（直接お越し下さい）
◆出張子育てひろば：赤羽根福祉センター（毎週火曜9：30～）・泉市民館（毎週金曜9：30～）

イベント名 と　き 内容 対　象

のりもの 4月12日（火）～15日（金）
午前中 遊戯室でキッズカーに乗って遊ぼう 幼児のみ

アイデア工作 4月19日（火）～24日（日） 廃材を使って自由に作ってみよう 小学生以上

子育て講座ハグ 4月20日（水）
10：00～

子育てに関するお話です
【テーマ】楽しく子育てしてますか？ 保護者

おはなしポケット 4月22日（金）
10：30～ 職員による読み聞かせです 幼児と保護者

チャレンジ
「くるりんスキップ」 4月26日（火）～5月1日（日） 片方の足でロープを回して、リズム良

くとんでみよう 幼児～高校生

イベント名 と　き ところ 講　師 内　容

「楽しいお話会」 4月20日（水）
11：00～11：30

ひまわりルーム
（稲場保育園内）
☎23局0987

ルームスタッフ パネルシアターのお
話とふれあい遊び

「えいごであそぼう！」 4月27日（水）
11：00～11：20

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38局0760

はらぺこMommys 英語で手遊び・絵本
の読み聞かせ

　田原児童センターは、高校生までの子どもが遊ぶ施設です。ルールを守ってみんなで仲良く遊びましょう。保護者
の方は、お子さんと一緒に楽しく遊んでください。

●詳しくは、児童センターだより（図書館・緑が浜公園・子育て支援課に設置、またはホームページ）でご確認ください。            
　 1001099

◆開館時間：9：30～正午、13：00～17：00
◆対象者：０～１８歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◆休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日の火曜日）
　【４月のお休み】４月４日（月）、１１日（月）、１８日（月）、２５日（月）
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◦図書館のイベント ▶中央図書館　☎23‐4946

◦その他イベント※要申込

イベント名 と　き ところ 対　象

ぴよぴよおはなしかい 4月13日（水）
10：30～、11：00～

中央図書館☎23-4946
おはなしのひろば

乳幼児

こどもブックフェスタ
連続おはなし会

4月19日（火）～22日（金）
10：30～
4月24日（日）、５月7日（土）
14：00～

中央図書館
おはなしのひろば

乳幼児
幼児～小学生

おはなし会 4月9日（土）
14：00～

渥美図書館☎33-1114
おはなしコーナー

乳児～小学生

こどもブックフェスタ
特別おはなし会

4月23日（土）、30日（土）
10：30～
5月7日（土）14：00～

渥美図書館
おはなしコーナー

乳児～小学生

こどもブックフェスタ
乳幼児のためのおはなし会 4月27日（水）10：30～

渥美図書館
おはなしコーナー

乳幼児

おはなし会 4月17日（日）、5月7日（土）
10：30～

赤羽根図書館☎45-3426
こどもしつ

乳児～小学生

こどもブックフェスタ
特別おはなし会 4月29日（金・祝）10：30～

赤羽根図書館
こどもしつ

乳児～小学生

タイトル と　き ところ 費用 定員 内　　　容

鎧を着てみよう 5月5日（木・祝）
9：30～正午 田原市博物館 無料 30人

現代の鎧師が作成した鎧を着て、武士の雰
囲気を体験しよう。【対象】3歳くらい～大人
▶田原市博物館☎22-1720

農業体験「田植え」 5月8日（日）
10：00～

サンテパルク
たはら

1家族
2,000円 20家族

田植え・稲刈り体験（9月初旬）をしよう。収
穫したもち米2㎏を12月初旬に配布します。
▶サンテパルクたはら☎25-1234

0歳からの習い事
ゆび絵でスゴイ!!

5月25日（水）、6月
22日（水）、7月27
日（水）、8月24日
（水）、9月28日（水）
10：00～11：00

田原文化会館
1,000円
（別途
材料費）

10組

指先に好きな色をつけ、くるくる回して作
品を作ります。我が子のすごい！が味わえ
ます。 

【対象】お座りができる就園前の子と保護者
▶生涯学習課☎23-3635

　図書館では、おはなし会を開催しています。絵本の読み聞かせや手遊びをして、親子で楽しい時間を過ごしてみま
せんか？

日時＝4月23日（土）～5月15日（日）
場所＝セントファーレほかイベント協力店舗
内容＝4月28日を読み方のゴロから四つ葉の日とし、中心市街地の活性化を目的と
した四つ葉の日イベントが開催されます。各店舗に四つ葉が飾られ、四つ葉にちな
んだイベントが行われます。期間中、20店舗に市内の保育園児が作成したこいのぼ
りの塗り絵が飾られ、田原福祉センター近くの清谷川にこいのぼりが泳ぎます。
※詳しくは、ホームページをご覧ください。
▶あつまるタウン田原☎24‐2345 http://www.tahara-tmo.com/

四つ葉の日イベント・こいのぼり展示   　
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

３
人
に
１
人
が
高
齢
者
に
な
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
む
と
、
医
療
費
や
介
護
保

険
給
付
な
ど
の
費
用
も
増
え
、
今
後
さ
ら

に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

▪
地
域
医
療
が
ピ
ン
チ
で
す　

　
一
方
で
、
市
内
の
診
療
所
の
数
は
こ
こ

守
ろ
う
！
私
た
ち
の
地
域
医
療

　
誰
も
が
「
い
つ
で
も
、
自
宅
の
近
く
で

最
良
の
医
療
を
受
け
た
い
」
と
望
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
全
国
各
地
で
そ
う
し

た
当
た
り
前
の
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
も
し
、

「
あ
っ
て
当
た
り
前
」

の
身
近
な
診
療
所
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
あ
な
た
な
ら

ど
う
し
ま
す
か
？

　
今
回
は
、
田
原
市
の
地
域
医
療
の
現
状

を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▪
少
子
超
高
齢
化
の
田
原
市

　

本
市
の
総
人
口
は
年
々
減
少
し
て
お

り
、
最
近
の
40
年
間
で
は
年
少
人
口
は
約

半
数
に
な
る
一
方
で
、老
年
人
口
は
約
２
・

５
倍
と
な
り
、
少
子
超
高
齢
社
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
10
年
後
に
は
、
約

10
年
で
減
少
し
て
き
て
お
り
、
医
師
の
平

均
年
齢
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
１
０
０
０
人
あ
た
り
の
医

師
・
看
護
師
数
も
全
国
平
均
と
比
べ
、
本

市
で
は
お
よ
そ
半
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
医
師
不
足
は
、
本
市
だ
け
の
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
研
修
医
の
勤
務
先
が
都
市

部
の
大
病
院
に
集
中
す
る
こ
と
が
原
因

で
、
地
方
の
病
院
は
医
師
不
足
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
本
市
の
公
的
病
院
で
あ
る
渥
美
病
院
で

も
医
師
不
足
が
続
い
て
お
り
、
診
療
科
に

よ
っ
て
は
、
診
療
や
入
院
の
制
限
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

▪
地
域
医
療
は
市
民
の
生
命
線　

　
こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
医
療
を
支
え
る

医
療
従
事
者
は
、
通
常
の
診
察
だ
け
で
な

く
、
休
日
や
夜
間
の
当
直
を
こ
な
し
、
地

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

（年）

（人） 特に75歳以上の後期高齢者が増加

年少人口は40年間で半減

5,687
56,248

36,188

14,373

6,358
56,633

36,210

14,065

7,336
60,581

39,045

14,200

8,322

63,769

41,107

14,340

9,367

64,978

42,299

13,264

11,055

65,243

41,927

12,261

12,402

65,534

42,235

10,893

13,210

66,390

43,386

9,550

14,224

64,119

41,005

8,788
1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010
年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老人人口（65歳以上）

資料：国勢調査　※合計には年齢不詳人口を含む

■田原市の人口推移（年齢３区分別）

種　別 H17 H22 H27

医　科 31 29 27

歯　科 29 29 25

職　種 全　国 愛知県 田原市

医　師 2.1 2.0 1.0

看護師 11.3 8.9 6.4

■田原市の診療所数（各年度末現在）

■医師・看護師数（人口1000人あたり）

出典：愛知県衛生年報（H24.12.31現在）

❶背筋をまっすぐ伸ばして、リラックスして立つ。
❷①の状態から、目線を天井に向けたままゆっくり後ろに倒していく。
❸②の状態から、首を支点に右肩を落とし込むイメージでひねっていく。
※反対も同様に行い、①～③を数セット繰り返す。

お腹まわりを伸ばすことで、お腹全体の柔軟性ア
ップにつながります。お腹まわりからスッキリしてい
きましょう！

●❶ ●❷ ●❸

スポーツ課☎２３-3531
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

で
、
健
康
寿
命
（
健
康
で
自
立
し
て
生
活

で
き
る
期
間
）
を
伸
ば
し
、
地
域
医
療
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、「
10
年
後
、
20
年
後
も
幸

せ
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
で
き
る
こ

と
を
考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
泉
校
区

で
「
健
康
を
考
え
る
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
健
康
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
食
事
や
運
動
習
慣

の
改
善
な
ど
、
活
発
な
提
案
を
い
た
だ
き

域
医
療
・
救
急
医
療
を
懸
命
に
守
っ
て
い

ま
す
。

　
本
市
も
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
公

的
病
院
や
在
宅
当
番
医
制
へ
の
運
営
支
援

の
ほ
か
、
医
師
修
学
資
金
貸
与
事
業
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
医
療
人
材
の
不
足
は
簡
単
に
解
決
で

き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▪
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　
地
域
医
療
の
問
題
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
問
題
と
捉
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
次
の
行
動
を
心

が
け
る
こ
と
で
、
医
療
従
事
者
へ
の
負
担

や
医
療
費
を
少
な
く
で
き
ま
す
。

▪
地
域
の
力
で
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
！

　
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
行
う
こ
と

ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
が
広
が
る
と
、

地
域
の
つ
な
が
り
が
健
康
づ
く
り
や
介
護

予
防
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
で
声

を
掛
け
合
っ
て
、
健
康
長
寿
の
地
域
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
知
ら
せ
】

日
本
脳
炎
特
例
対
象
者
の
予
防
接
種

　
日
本
脳
炎
予
防

接
種
は
、
平
成

17
年
か
ら
平
成

23
年
ま
で
一
時

中
止
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
間
、
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
方
を
対
象
と
し

て
、
20
歳
未
満
ま
で
無
料
で
接
種
で
き

ま
す
。

対
象
者
▼
田
原
市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成

８
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年
４
月
１
日

生
ま
れ
で
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を
４
回

接
種
し
て
い
な
い
方
（
平
成
８
年
４
月

２
日
～
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
は
、
20
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
対
象
）

費
用
▼
無
料

実
施
場
所
▼
指
定
医
療
機
関

必
要
な
も
の
▼
母
子
健
康
手
帳
や
予
診
票

（
予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
や
転
入

し
た
方
は
、
健
康
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

健
康
づ
く
り
に
励
み
、自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
で
介
護
や
認
知
症
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

健
診
を
受
け
て
、病
気
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、診
療
時
間

内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。（
救
急
時
は

早
急
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。）

医
療
従
事
者
に
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

4月  3日（日）
藤岡医院 ☎32‐1515
まち眼科 ☎22‐2710
惣卜歯科医院 ☎45‐2066

4月10日（日） 第２国見医院 ☎23‐2302
かわい歯科 ☎24‐0080

4月17日（日） 岡田医院 ☎37‐0001
渡辺歯科医院 ☎32‐3561

4月24日（日） 富永医院 ☎23‐1316
森下歯科医院 ☎32‐2700

4月29日（金・祝）
ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
きまた眼科 ☎23‐1092
ふくしま歯科医院 ☎37‐1182

月　日 当直医 電話番号

5月  1日（日） 永井医院 ☎22‐0227
赤石歯科クリニック ☎23‐7300

5月  3日（火・祝）
川瀬医院 ☎35‐1511
まち眼科 ☎22‐2710
藤井歯科医院 ☎45‐2123

5月  4日（水・祝） 國見医院 ☎22‐0756
金田歯科医院 ☎24‐1800

5月  5日（木・祝） 菜の花内科クリニック ☎22‐7777
さんくろう歯科クリニック ☎33‐1184

泉校区健康を考える会のようす

元気に働くた
めには、健康
が一番！！

皆、忙しいか
ら健診を受け
そびれるのよ
ね～

地域でラジオ体
操などの健康づ
くりができない
かしら？

地域の医師も
参加！
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④
元
気
パ
ス
購
入
助
成
券

　
６
０
０
０
円
分
×
１
枚

▪
注
意
点

　
使
用
・
未
使
用
に
関
わ
ら
ず
券
の
交
換
は
で

き
ま
せ
ん
。

▪
そ
れ
ぞ
れ
の
券
の
詳
細

【
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
】

１
冊
に
１
枚
５
０
０
円
の
券
が
６
枚
つ
づ
ら

れ
て
い
ま
す
。
１
回
の
乗
車
が
１
０
０
０
円

以
上
の
場
合
２
枚
ま
で
使
え
、
１
０
０
０
円

未
満
は
１
枚
使
え
ま
す
。
お
つ
り
は
で
ま
せ

ん
。

【
福
祉
回
数
乗
車
券
】

渥
美
線
と
豊
鉄
バ
ス
で
使
用
で
き
ま
す
。
１

冊
に
１
枚
１
０
０
円
の
券
が
30
枚
つ
づ
ら
れ

て
お
り
、
１
回
の
乗
車
で
の
使
用
枚
数
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
つ
り
は
で
ま
せ
ん
。

【
元
気
パ
ス
購
入
助
成
券
】

豊
鉄
バ
ス
を
１
乗
車
１
０
０
円
で
乗
れ
る
元

気
パ
ス
の
購
入
助
成
券
で
す
。
助
成
券
は

６
０
０
０
円
分
が
１
枚
で
す
。
半
年
券
ま
た

は
１
年
券
購
入
時
に
使
用
で
き
ま
す
。

【
ぐ
る
り
ん
バ
ス
等
回
数
券
購
入
助
成
券
】

今
年
度
か
ら
新
し
く
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
の

助
成
券
は
ぐ
る
り
ん
バ
ス
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
で
使
え
る
回
数
券
の
購
入
助
成
券

で
す
。
回
数
券
は
１
冊
に
１
枚
１
０
０
円
の

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・
バ
ス
電
車
券
な
ど

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
田
原
市
で
は
、
毎
年
70
歳
以
上
の
方
に
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
や
バ
ス
券
な
ど
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
ぐ
る
り
ん
バ
ス
等
回
数

券
購
入
助
成
券
が
加
わ
り
ま
し
た
の
で
改
め
て

制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
対
象
の
方
だ
け

で
な
く
、
近
い
う
ち
に
対
象
に
な
る
方
や
ご
家

族
の
方
に
も
ぜ
ひ
、
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

▪
助
成
内
容

　
次
の
①
～
④
の
中
か
ら
１
つ
を
選
び
ま
す
。

①
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

　
３
０
０
０
円
分
×
２
冊

②
福
祉
回
数
乗
車
券　
※
バ
ス･

電
車
券

　
３
０
０
０
円
分
×
２
冊

③
複
合
券

　
計
６
０
０
０
円
分

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
、
福
祉
回
数
乗
車
券
、
ぐ

る
り
ん
バ
ス
等
回
数
券
購
入
助
成
券
の
中
か

ら
２
つ
を
選
び
ま
す
。
た
だ
し
、
ぐ
る
り
ん

バ
ス
等
回
数
券
購
入
助
成
券
を
２
つ
選
ぶ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

券
が
40
枚
つ
づ
ら
れ
て
お
り
、
１
回
の
乗
車

で
の
使
用
枚
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
助
成
券
を
２
枚
選
べ
な
い
理
由
は
、
ぐ

る
り
ん
バ
ス
な
ど
は
公
共
交
通
機
関
の
つ
な

ぎ
の
役
目
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
で

す
。
ぜ
ひ
、
ぐ
る
り
ん
バ
ス
を
使
い
、
他
の

公
共
交
通
機
関
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
へ
の
通
院
や
、
そ
の
他
の
日
常
生

活
の
た
め
、
ぜ
ひ
、
こ
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
や

バ
ス
電
車
券
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
４
月
４
日
（
月
）
～
８
日
（
金
）
に
各
市
民
館

で
出
張
交
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は

通
知
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
‐
４
６
５
４

23
‐
３
５
４
５ 回

数
券

回
数
券
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12
◦街角ネットたはら

放送日 内　容

～4/7木
鳥羽 VS 伊良湖 勝つのはどっち？vol.2
市民協働関連補助金事業報告会

4/8金～4/21木
サンテパルクたはら　イベント情報
田原福祉専門学校　入学式

4/22金～5/5木・
戦没者追悼式
市民協働まちづくり事業補助金公開プレゼンテーション

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

1001689
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カーネーション
（花／出荷時期：10月～6月）

カラーバリエーションが豊富
で、県内１位の生産量約６００
万本出荷されています。

花ことば

母への愛、生きた愛情

アジサイ
（鉢花／出荷時期：3月～5月）

梅雨の季節に華やかさを添
える花。県内１位の生産量約
１６０万鉢出荷されています。

花ことば

移り気、冷淡

農政課  ☎23-3517

花 鉢

1

今月の 4月の

取
り
除
き
小
口
切
り

に
す
る
。

②
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド

ウ
、
さ
と
う
エ
ン
ド

ウ
、
絹
さ
や
エ
ン
ド

ウ
は
筋
を
取
り
、
塩

を
加
え
た
熱
湯
で
ス

ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
→
ニ
ン
ジ
ン
→
さ
と
う
エ
ン
ド

ウ
→
絹
さ
や
エ
ン
ド
ウ
の
順
に
さ
っ
と
ゆ
で
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
て
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
ひ
き

ニ
ン
ニ
ク
を
入
れ
弱
火
で
炒
め
る
。
赤
唐
辛
子
と

お
か
ら
を
加
え
て
パ
ラ
パ
ラ
に
な
る
ま
で
中
火
で

炒
め
、
火
を
止
め
☆
の
調
味
料
を
加
え
て
よ
く
混

ぜ
る
。

④
①
、
②
の
野
菜
を
③
の
お
か
ら
で
和
え
る
。

※
お
子
さ
ん
に
は
、
赤
唐
辛
子
を
抜
き
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

を
い
れ
る
と
食
べ
や
す
く
、
ハ
ム
や
ツ
ナ
を
加
え

て
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

▪
豆
の
ゆ
で
時
間

　
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ 

1
分
半
／
絹
さ
や
エ
ン
ド
ウ 

1
分

　
加
熱
し
過
ぎ
る
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
壊
れ
る
の
で
、
さ
っ

と
ゆ
で
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
油
と一緒
に
調
理
す

る
と
カ
ロ
テ
ン
を
効
率
よ
く
吸
収
で
き
ま
す
。

▪
さ
と
う
エ
ン
ド
ウ
と
は

　
絹
さ
や
エ
ン
ド
ウ
を
品
種
改
良
し
た
も
の
。
絹
さ

や
に
比
べ
、
さ
や
が
厚
め
で
ふ
く
ら
み
が
あ
り
豆
も

少
し
大
き
め
で
す
。
柔
ら
か
く
甘
み
が
あ
り
、
シ
ャ

キ
ッ
と
し
た
食
感
で
す
。

　
今
月
号
か
ら
、
毎
月
テ
ー
マ
を
変
え
、
渥
美
半
島
の

農
林
水
産
業
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。
今
回
は
野

菜
。
旬
の
春
ま
め
3
種
類
を
使
っ
た
大
人
向
け
レ
シ
ピ

で
す
。
ヘ
ル
シ
ー
で
、
サ
ラ
ダ
感
覚
で
食
べ
ら
れ
る
お
か

ら
和
え
を
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

▪
え
ん
ど
う
の
効
能
に
つ
い
て

　
え
ん
ど
う
は
、
カ
ロ
テ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
豊
富

に
含
む
緑
黄
色
野
菜
で
、
豆
の
部
分
に
は
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
１
や
た
ん
ぱ
く
質
、
必
須
ア
ミ
ノ
酸
の
リ
ジ
ン
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
リ
ジ
ン
は
体
の
成
長
や
修

復
に
か
か
わ
る
成
分
で
集
中
力
を
高
め
た
り
、
カ
ル

シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促
進
し
た
り
す
る
効
果
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
食
物
繊
維
も
豊
富
で
整
腸
効
果
が
あ
り

ま
す
。

【
春
ま
め
の
お
か
ら
和
え
】

①
ひ
じ
き
は
水
で
洗
い
、
た
っ
ぷ
り
の
水
で
戻
し
、
さ
っ

と
湯
通
し
す
る
。
玉
ね
ぎ
は
ス
ラ
イ
サ
ー
で
ス
ラ
イ
ス

し
水
に
さ
ら
し
水
気
を
絞
る
。
ニ
ン
ジ
ン
は
細
切
り
、

ニ
ン
ニ
ク
は
み
じ
ん
切
り
、
赤
唐
辛
子
は
ヘ
タ
と
種
を

【
材
料（
６
人
分
）】ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
、さ
と
う
エ

ン
ド
ウ
、絹
さ
や
エ
ン
ド
ウ 

各
10
本
、乾
燥
長
ひ
じ

き 

10
ｇ
、ニ
ン
ジ
ン
１
／
３
本
、紫
玉
ね
ぎ
１
／
４

コ
、お
か
ら 

１
０
０
ｇ
、オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル 

大
さ
じ

１
、ニ
ン
ニ
ク 

１
片
、赤
唐
辛
子 

１
本

☆（
ポ
ン
酢
大
さ
じ
１
／
２
、オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル 

大

さ
じ
１
）（
塩
小
さ
じ
１
／
２
、コ
シ
ョ
ウ 

少
々 

）

レ
シ
ピ
作
成
者　
ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美　
吉
川
陽
子 
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▼
渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
ふ
た
り
が
、き
ら
り
っ
！
と
光
る
田
原
市
の
観
光
資
源
を
ご
紹
介

▼
新
田
原
市
防
災・減
災
お
役
立
ち
ガ
イ
ド
を
配
布
し
ま
す

キ
ャ
ベ
ゾ
ウ・か
い
く
ん
の

み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災・減
災

11

25

◦
詳
細
な
避
難
情
報
の
追
加

　

災
害
が
迫
っ
た
時
に
行
う
避
難
行
動

（
水
平
避
難
や
垂
直
避
難
な
ど
）
に

つ
い
て
や
、
避
難
勧
告
と
避
難
指
示

の
違
い
に
つ
い
て
な
ど
、
詳
し
く
掲
載

し
ま
し
た
。

▪
地
震
避
難
所
お
よ
び
医
療
救
護
所
の

一
部
変
更　

◦【
地
震
避
難
所
】
地
震
な
ど
の
被
害
に

よ
り
自
宅
に
住
む
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
方
が
生
活
す
る
場
所

　
旧
伊
良
湖
小
学
校
→
伊
良
湖
市
民
館

　
旧
野
田
中
学
校
→
野
田
小
学
校

◦【
医
療
救
護
所
】
災
害
時
に
地
域
の

診
療
所
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
負

傷
者
を
手
当
て
す
る
た
め
の
施
設

　
旧
野
田
中
学
校
→
野
田

小
学
校

　
そ
の
他
の
地
域
に
お
住
ま

い
の
方
も
、
ご
自
分
の
地

域
の
避
難
所
や
医
療
救
護

所
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23‐３
５
４
８

　
田
原
市
で
は
、平
成
27
年
６
月
に
、南

海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
発

生
す
る
被
害
の
予
測
調
査
結
果
を
発
表

し
ま
し
た
。そ
の
調
査
結
果
を
使
用
し

た「
田
原
市
防
災・減
災
お
役
立
ち
ガ
イ

ド
」の
改
訂
版
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

広
報
た
は
ら
と
一
緒
に
各
家
庭
に
配
布

し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、そ
の
主
な
変
更
点
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
主
な
変
更
点

◦
各
種
マ
ッ
プ
の
更
新

　
推
定
震
度
分
布
図
、
推
定
液
状
化
危

険
度
分
布
図
、
推
定
津
波
浸
水
分
布

図
、
推
定
津
波
高
分
布
図
、
推
定
津

波
到
達
時
間
分
布
図
を
更
新
し
ま
し

た
。

チ
で
優
雅
な
旅
を
楽
し
め
ま
す
。

　
乗
船
後
は
船
旅
と
と
も
に
ぜ
ひ
景
色

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
鳥
羽
と
伊
良

湖
の
間
に
は
島
が
多
く
あ
り
、
普
段
見

る
こ
と
の
な
い
景
色
が
楽
し
め
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
お
盆
な
ど

の
繁
忙
期
を
除
け
ば
、
予
約
な
し
で
も

ス
ム
ー
ズ
に
乗
船
で
き
ま
す
。

　
鳥
羽
ま
で
の
所
要
時
間
55
分
。
高
速

道
路
を
使
っ
て

陸
路
を
進
む
よ

り
も
は
る
か
に

速
く
、
鳥
羽
を

よ
り
近
く
に
感

じ
ま
す
。

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
よ
ろ
し
く
き
ゃ
べ
☆

１
０
０
２
１
７
６

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

★
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー

　
鳥
羽
VS
伊
良
湖
イ
ベ
ン
ト
の
勝
負
二

番
目
「
船
上
ぐ
ら
ぐ
ら
缶
積
み
対
決
」

の
会
場
と
な
っ
た
伊
良
湖
と
鳥
羽
の
間

を
航
路
で
結
ん
で
い
る
伊
勢
湾
フ
ェ

リ
ー
。
三
重
県
へ
渡
る
交
通
手
段
と
し

て
よ
く
利
用
さ
れ
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

は
3
隻
の
船
が
運
航
し
て
い
る
の
を
ご

存
知
で
す
か
。

　
鳥
羽
丸
、
知
多
丸
、
伊
勢
丸
の
３
隻

で
す
。
そ
の
う
ち
、
知
多
丸
と
伊
勢
丸

に
は
エ
レ
ベ
ー

タ
と
座
敷
席
が

完
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
ど
の
船

に
も
特
別
室
が

あ
り
、
特
別
料

金
を
払
え
ば

ち
ょ
っ
と
リ
ッ

今
回
は
、

伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
を

紹
介
す
る
き
ゃ
べ
☆

運
が
よ
け
れ
ば
ス
ナ

メ
リ
や
イ
ル
カ
に
会
え
る

き
ゃ
べ
☆
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
4月▶4日月、8日金、11日月、18日月、
　　  25日月
5月▶2日月、9日月、13日金、16日月、
　　  23日月、30日月

【特別整理期間】中央図書館５月２４日火～２７日金

◎こどもブックフェスタを開催！
　4月23日土の「子ども読書の日」にあわせ、各図書館
でこどもブックフェスタを開催します。

▼期間＝4月16日土～5月8日日

▼対象＝幼児～小学生

【中央図書館】

▼内容＝連続おはなし会や大画面で
見る上映会、伸びてびっくり！「びよ
よんソード」が作れるセルフ工作、海
外児童文学をテーマにした特集展
示、ベストリーダー展示、クイズなど

▼中央図書館☎23‐4946

【赤羽根図書館】

▼内容＝ブックスタート絵本の紹介や赤羽根図書館で
人気の本の展示、セルフ工作コーナー、こどもの日特
別おはなし会など

▼赤羽根図書館☎45‐3426

【渥美図書館】

▼ 内容＝特別おはなし会や乳幼児のためのおはなし
会、図書館クイズ、セルフ工作、おすすめコーナーなど

▼渥美図書館☎33‐1114

　詳しくは、図書館で配布しているチラシまたはホー
ムページをご覧ください。

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．田原市役所渥美支所の近くに戦争遺跡がある
と聞いたのですが、どこにどのようなものがありま
すか？

◎調べるキーワード
「渥美」「戦争」「遺跡」
A．キーワードで調べ
ると、たはらの文化財
ガイドⅤ「渥美半島の
戦争遺跡」が検索され
ました。
資料で確認すると、渥美支所西側の護国神社を過
ぎた所にある福江（畠）観測所であることがわかり
ました。
また、資料を見ると、市内にはほかにも多くの戦争
遺跡が残っていることがわかります。
◎調べた本

『渥美半島の戦争遺跡』　田原市教育委員会／編・発
行　A215.5/ﾀﾊ　『渥美半島』　愛知県立福江高等
学校／編・発行　A292.5/ﾌｸ　『愛知の戦争遺跡ガイ
ド』　戦争遺跡研究会／編　あいち・平和のための戦
争展実行委員会／発行　A207/ｱｲ

●中央図書館
　一　般▶4月9日土～5月12日木　「迷う、探す、選ぶ」
　子ども▶4月9日土～5月22日日　「あなたにも読んでほ
                                                  しい！世界の児童文学」
●赤羽根図書館
　一　般▶4月9日土～5月12日木　「花＊はな＊花」
　子ども▶4月9日土～5月12日木　「いっしょに読みたい！
                                                  ブックスタート絵本」
●渥美図書館
　一　般▶4月9日土～5月12日木　「図鑑いろいろ！」
　子ども▶4月9日土～5月12日木　「いろんなのりもの」

『世界一うつくしい昆虫図鑑』
クリストファー・マーレー / 著
宝島社　486/ ﾏ

自然界の美しい色彩、ユニークな模様や
形を見ると昆虫をもっと好きになるかも？

『わたしが外人だったころ』
鶴見俊輔 / 著　福音館書店
289/ ﾂ

昨年７月に亡くなった、哲学者・鶴見俊輔
が子どもに向けて書いた自伝です。
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郷土史編さん室 　36-6503

田原・赤羽根史現代編編集委員会

其の

11

ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
の
普
及

　
昭
和
30
年
代
に
は
渥
美
郡
内
の
電
話
加

入
者
は
少
な
く
、
電
話
の
な
い
世
帯
は
、

電
話
の
あ
る
と
こ
ろ
で
借
り
て
か
け
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
交
換
取
扱
者
の
手
を
経
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
動
で
相
手
に
つ
な
が

れ
ば
た
い
へ
ん
便
利
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

上
表
の
よ

う
に
地
区

ご
と
に
順

次
ダ
イ
ヤ

ル
化
が
進

め
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
う
し
て
渥
美
郡
全
域
の
ダ
イ
ヤ
ル
化

が
完
成
し
ま
し
た
。
各
地
区
と
も
、
そ
れ

ま
で
電
話
の
な
か
っ
た
世
帯
も
、
ダ
イ
ヤ
ル

化
に
合
わ
せ
て
大
部
分
の
世
帯
が
加
入
し

ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
代
後
半
に
テ
レ
ビ
が
大
部
分

の
家
庭
に
普
及
し
た
の
に
比
べ
る
と
、
約
10

年
遅
い
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
他
の
市

町
村
と
比
べて
、
人
口
の
少
な
い
農
村
地
域

と
し
て
は
早
い
方
で
す
。

　
『
東
三
河
に
お
け
る
電
話
の
あ
ゆ
み
（
電

話
機
械
戦
後
編
）』（
豊
橋
電
報
電
話
局
、

東
三
河
機
械
む
つ
み
会
発
行
、
昭
和
62
年
）

に
次
の
よ
う
な
話
が
載
って
い
ま
す
。

　
昭
和
39
年
ご
ろ
、
田
原
青
年
経
済
研
究

会
の
あ
る
会
合
で
、
電
話
の
不

便
さ
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
田

原
で
町
を
あ
げ
て
の
電
話
ダ
イ

ヤ
ル
化
促
進
運
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
早
期
に
渥

美
郡
全
体
の
ダ
イ
ヤ
ル
化
が
実

現
し
た
と
い
う
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
ダ
イ
ヤ
ル
化
を

進
め
る
た
め
に
は
そ
の
地
域
の

加
入
希
望
者
を
増
や
す
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
基
本

料
金
の
安
い
住
宅
用
よ
り
も
、

高
い
事
務
用
の
方
が
早
く
電
話

が
引
け
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、

渥
美
郡
で
は
ほ
と
ん
ど
の
農
家

が
、
高
い
事
務
用
の
電
話
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

他
の
市
町
村
の
農
家
は
、
安
い

住
宅
用
の
電
話
で
し
た
。

　

事
務
用
で

あ
れ
ば
職
業
別
電
話

帳
に
載
り
ま
す
。
住
宅
用

で
は
載
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
農

家
に
と
って
職
業
別
電
話
帳
に
載
ら
な
く
て

も
不
便
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
く
ダ
イ
ヤ
ル

式
電
話
が
引
け
た
便
利
さ
と
引
き
換
え
に

そ
の
後
何
年
も
高
い
基
本
料
金
を
払
う
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
も
、
ま
た
歴
史
の
真
相
の

一
コ
マ
な
の
で
す
。
昭
和
50
年
版
の
職
業

別
電
話
帳
を
見
る
と
、
全
三
河
の
「
農
業・

農
場
」
の
ペ
ー
ジ
の
３
分
の
１
を
渥
美
郡
３

町
で
占
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
り
固

定
電
話
の
利
用
は
減
少
し
、
公
衆
電
話
の

撤
去
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

災
害
時
に
備
え
て
公
衆
電
話
が
見
直
さ
れ
、

新
し
い
動
き
と
し
て
、
田
原
市
で
は
住
民
の

要
望
を
受
け
て
集
会
所
な
ど
に
新
た
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
執
筆
委
員
・
加
藤
克
己
）

 ●神戸郵便局で電話を借りている様子（昭和31年／神戸郵便局提供）

 ●ダイヤル化後の自動式卓上  
　 電話機
　（田原市民俗資料館所蔵）

◦郡内の電話ダイヤル化
年月 地区

昭和
42. 2

田原局
(田原、神戸)

42.10 渥美局
伊良湖岬局

45. 5 赤羽根局
46. 3 和地局
47. 1 野田局
47. 7 六連局
48. 2 泉局
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自分の顔をよく見て描く
ことができました。聖来く
んの優しさが伝わってく
る素敵な作品です。

評 評

評評

色彩が工夫され、明るく
躍動感のある作品です。
滝をイメージした背景も
美しいです。

こんなに大きくなりました。等身大の自
分が上手に描けましたね。

水彩画 ステンドグラス
福江小学校6年

原　遥奈さん

※4月から二人とも新一年生になります。

 
野田保育園

本多美湖ちゃん（6歳）

お洋服を描くのが楽しかっ
たよ。

秋の遠足、みんなとたくさ
ん遊べて楽しかったよ。

野田保育園

河合琉太郎くん（6歳）

あき　　 えん  そく

あそ            たの
          

ようふく　　　か　　　　　　　 たの

福江小学校4年

尾藤聖来くん
はる　 なせ　　 ら

 み　　  こりゅう　  た     ろう

鈴木聖子
先生

ぶん　　 じょうず　　　か
保育園での楽しかった思い出。絵の中か
ら友達が飛び出してきそうですね。

ともだち　　　と　　　 だ

 ほ いく えん      　　 たの　　　　　　　　おも　　　で　　 え　　　なか おお　　　　　　　　　　　　　　　  とうしんだい     　  じ

▼
保
育
園
最
後
の
遠
足
。自
慢
の
お

弁
当
を
カ
メ
ラ
に
向
け
て
く
れ
ま
し

た
。愛
情
た
っ
ぷ
り
の
お
い
し
い
お

弁
当
と
楽
し
い
思
い
出
で
お
腹
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
園
児
た
ち
は
元
気
に

新
一
年
生
に
な
り
ま
す
。（
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】お
別
れ
遠
足（
権
現
の
森・中
部
保
育
園
）

本誌は再生紙を使用しています。

◦
編
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●人口と世帯数（平成28年3月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 47人 死亡 69人

転入 150人 転出 152人

増減 -24人

総人口 63,968人

男性 32,321人

女性 31,647人

世帯数 22,000世帯

※増減は2月中です

今月　納税・使用料の

国民健康保険税
（第1期分）

介護保険料
（第1期分）

水道料・下水道使用料金
（2・3月分）

5月2日月　納期限

4月25日月口座引落日

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

（%）51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

97.4%

平成28年3月22日現在  ［水資源機構調べ］
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